
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人間関係能力を育てる 

教育相談 

～ 活動援助集 ～ 



 

はじめに 

 

この資料集は，生徒一人一人に対しての教育相談の充実を願いながら作成しました。生徒との

信頼関係や生徒理解が基盤となる教育相談ですが，“どのように，何を行えばいいのか”，それが

本研究の始まりでした。今回作成した資料集は，まだまだ改善の余地があります。実践を通し，

生徒が必要とする声かけを中心とした援助を，どのように，どのタイミングで，何を見逃さない

で行えばよいのかを具体的に見直しながら，活用しやすいものとなるよう加筆・修正を加えてい

こうと考えています。 

つくば市立桜中学校 森泉 友 
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◇ 教育相談とは，『生徒指導提要』では，次のように示されています。 

 

 

 

 

 

人間関係の希薄さが社会問題となっている現在，学校では，人間関係

づくりを基盤とする教育的環境形成が必要とされています。教育相談に

おいては，予防的教育相談と開発的教育相談が求められています。 

※本研究においては，生徒指導提要で記されている“発達促進的・開発

的”development を“開発的”としています。 
  

教育相談とは？ 

意図的・計画的に自己理解を深めさせ，人格の

成長を目指し，集団への適応能力を高め，発達

課題の達成に向けて援助を図るもの 

「児童生徒それぞれの発達に即して、好ましい人間関係を育

て、生活によく適応させ、自己理解を深めさせ、人格の成長へ

の援助を図るもの」 



 

 

 

 

◇人間関係能力とは， 

 

 

◇人間関係能力を身に付けるには， 

 

 

◇人間関係能力を育てるには， 

 

 

 

 

 

 

 

自己理解を深め，お互いを認め合える力を育てるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※聴きあい活動とは、 

お互いの考えに耳を傾け，自分の考えを明確にし，自分の価値観や生き方を考える活動です。 

活動の流れは，以下のようになります。 

 ①自分についての振り返り②小グループでの聴きあい活動③クラス全体での分かちあい④個人の振り返り 

  

人間関係能力を育てるとは？ 

他者とのかかわりを通して，自他の違いやよさに気付き，自分も相手も認め合える力 

「人間関係の問題の解決やその方法を実行する力（スキル）」が必要 

聴きあい活動を行うことで，人間関係能力を育てることができる。 

人間関係づくりの 

スキルトレーニング 

聴きあい活動 

構成的グループエンカウンター 

社会的スキルトレーニング 

人間関係能力を育てる教育相談とは？ 

《第一段階》 《第二段階》 



 

成長するにともない，乗り越えなければならなない課題 

 

◇発達課題とは， 

人が発達過程のそれぞれの時期（乳幼児期，児童期，青年期，壮年期，老年期）

で達成すべき課題のこと。 
（國分康孝編『カウンセリング辞典』誠信書房より） 

◇中学生の発達課題について， 

 

 

 

 

 

（文部科学省「子どもの徳育の充実に向けた在り方について（報告)｣より抜粋） 

◇中学校第２学年の発達の特徴について， 

中学校第２学年の発達の特徴としては，小学校第５学年頃から下がり始める自尊感情の低下の底

辺に当たり，自我の発見に向けて，自意識過剰であったり，異性への関心の高まりがみられたりす

る時期とされています。理想とする自己に対して実際の自分が見劣りし，悩む時期でもあり，さら

に，親からの精神的な離脱の達成に向け，自己の在り方を思考するために多様な視点が必要であり，

他者との交流を必要とします。しかし，他者を強く意識するために，他者との交流が困難な時期で

もあるとされています。 

 

◇本研究における，中学校第２学年の発達課題について， 

 

 

 

 

 

 

※小学校第 1 学年から中学校第 3 学年までの発達課題 

 別表参照 
  

発達課題とは？ 

・人間としての生き方を踏まえ、自らの個性や適性を探求する経験を通

して、自己を見つめ、自らの課題に向き合い、自己の在り方の思考 

・社会の一員として他者と協力し、自立した生活を営む力の育成 

・法や決まりの意義の理解や公徳心の自覚 

他者とのかかわりを通して，多様な視点に気付き，自らの

課題に向き合い，自己の在り方について思考すること 



発達課題【小学生～中学生】 

 低学年（１・２・３年生） 高学年（４・５・６年生） 中学生（１年生） 中学生（２年生） 中学生（３年生） 

文部科学省 

『子どもの発

達段階ごとの

課題』 

・「人として，行ってはならな

いこと」についての知識と感性

の涵養や，集団や社会のルール

を守る態度など，善悪の判断や

規範意識の基礎の形成 
・自然や美しいものに感動する

心の育成（情操の涵養） 

・抽象的な思考の次元への適応や他者の

視点に対する理解 
・自己肯定感の育成 
・自他の尊重の意識や他者への思いやり

などの涵養 
・集団における役割の自覚や主体的な責

任意識の育成 
・体験活動の実施など実社会への興味・

関心を持つきっかけづくり 

【青年期前期】 
・人間としての生き方を踏まえ，自らの個性や適性を探求する経験を通して、自己を見つめ、自ら

の課題と正面から向き合い、自己の在り方を思考 
・社会の一員として他者と協力し，自立した生活を営む力の育成 
・法やきまりの意義の理解や公徳心の自覚 

人間関係能力

を育てるため

の基盤 

身近な人々との社会的スキルの形成 
・相互交流的に遊んだり，けんかや仲違いの経験を積みながら，人とのか

かわり方を学ぶ 
社会的スキルの拡大と深化 
・自分の考えや感情に基づくとともに，他人の意見や集団のルールに従い

ながら活動を行い，人とのかかわり方や人間関係づくりのためのスキルを

深める 

 
 
 
 
 
アイデンティティの形成・確立 
・自己の独自性、同一性を認識した上での、あるいは認識するための他者とのかかわりの重要性 

自己理解 ・自分の特徴や長所，短所に気

付くことができる 
 

・友人とのかかわりの中で，自分の性格や特性についての理解を深

めることができる 
・自分の良さや個性，性格や行動様式，価値観などについて理解し，

受け入れることができる 
・自分の言動が相手や他者に及ぼす影響がわかる 

他者理解 

共感性 

・友人のよいところを認め，励

ますことができる 
・他人の心情を自分のものとして受け止め，相手の立場に立って考

えることができる 
・相手の状況や立場などを踏まえた上で相手の心情やものの考え方に

ついて理解・共感することができる 

自己表現 

（主張性スキル） 

・自分の考えをみんなの前で話すことができる 
・他者の意見に対して自分の考えを言葉で表現することができる 

・自分の気持ちや感情を，ＴＰＯに応じて適切に表現することができる 
          ・論理的な思考に沿って自分の考えを表現することができる 

コミュニケーション

（友情形成スキル） 

・相手の立場を考慮しながら，感情や考えをわかりやすく

伝えることができる 
・気持ちの伝えあいができる 

          ・自分と異なる意見であっても尊重し，自分の考えを伝えことができる 
          ・相手の考えや意見を真摯に受け止め，自分の考えを協調的・建設的に伝え

ることができる 

問題解決 

（社会的問題解決

スキル） 

・困ったことや不快なことを親や教師に 
伝え、援助を求めることができる 
・自分の力で困難なことを解決しようと試みることができる 
・教師の仲介などにより自分たちで 
トラブルを解決しようとすることが 
できる 
         
    

          ・問題や課題が生じた際、友人や社会人などに協力を求めるため働きかける

とともに、主体的な態度で問題の解決に取り組むことができる 

 
参考 国立教育政策研究所生徒指導センター「職業観・倫理観を育む教育の推進」（平成 14 年 11 月） 

 栃木県教育委員会 「望ましい人間関係を構築する能力を育成するための指導・援助の在り方」（平成 18 年 3 月） 

   文部科学省 ｢子どもの徳育の充実に向けた在り方について（報告）｣(平成 21 年９月） 

・問題や課題が生じた際，他者と協力しながらその解決に取り組むことが

できる 

【参考】 



 

 

 

 

◇ この活動援助集は，次の二つからなります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動援助集について 

年間指導計画 

教師のための活動案 

・学校行事との関連 

・第一段階から第二段階への計画的・継続的なつながり 

・教師の援助の視点を示す 

4 種類のサポート 

導入・展開・終末の活動の流れの目的 



 

 

 

 

 

◇ 週に一回，朝の会の 10 分間で取り組み，学校行事と関連す

るように作成したものです。 

 

◇ 第一段階 人間関係づくりのスキルトレーニング 

      ・構成的グループエンカウンター（月に一回以上） 

      ・社会的スキルトレーニング（友情形成スキル→主

張性スキル→社会的

問題解決スキル） 

 

◇ 第二段階 聴きあい活動 
 

 
 

 

 

  

年間指導計画について 

計画的・継続的に行うことで，人間関係づくりのスキルを

身に付け，人間関係能力を育てていきます。 



◆ 「heart to heart」年間指導計画 

月 活動名 活動内容 活動のねらい スキル 

４ １ オリエンテーション  ○heart to heart の時間について，活動のねらいと参加すると

きの心構えについて理解する。 

○振り返りの仕方や約束について理解する。 

リレーション 

２ アドジャン 

 

 〇相手を意識して同じ数を出そうとすることで他者とかかわる

楽しさを味わう 

◆ＳＧＥ 
リレーション 

５ ３ 上手な聴き方①  ○人の話に注意深く耳を傾けることの大切さに気付き，話を聴

くための「三つのポイント」を体験することで，上手な聴き方

のスキルを身に付ける。 

◇ＳＳＴ 
聴くスキル 

４ 上手な聴き方②  ○話を聴くときの「三つのポイント」に気を付けながら話を聴

くと同時に，受容的に聴いてもらう体験をすることで，上手な

聴き方のスキルを身に付ける。 

◇ＳＳＴ 
聴くスキル，受

容，応答 

５ 伝言ゲーム  ○必要な情報を正確に話したり，相手からの情報を正確に聴き

取ったりしながら伝言ゲームを行い，協力してゲームを行う楽

しさを味わう。 

◆ＳＧＥ 
リレーション 

６ 話の種 

 

 〇聴いてもらうことを通して，自分のことを相手に分かっても

らえる喜びを知る 

◆ＳＧＥ 
自己開示 

６ ７ 上手な聴き方③「好

きなこと好きなもの」 
 〇質問されながら聞いてもらうと、もっと話したくなる心地よ

さを味わう 

◇ＳＳＴ 
質問，応答，繰

り返し 

８ あたたかい言葉かけ  ○いろいろな場面を想定し，あたたかい言葉かけをする活動を

通して，状況に応じた言葉かけの仕方を身に付ける 

○「ほめる」「励ます」「心配する」「感謝する」などのあたたか

い言葉かけを「相手の様子・行動＋気持ち表現」をもとに，状

況に応じて使えるようにする。 

◇ＳＳＴ 
応答 

９ ふわふわ・ちくちく  〇友だちにどんな言葉をかけたらよいか分かる。 ◇ＳＳＴ 

10 がんばろうのミニ花

束 
 ○一カ月間ともに過ごしてきた班の仲間のことを振り返り，お

互いのよさを伝え合ったり，気持ちを合わせるエクササイズを

行ったりすることを通して，リレーションを深める。 

◆ＳＧＥ 
リレーション 

７ 11 上手な聴き方④「分

からないことを聞く」 
 〇わからないことのレベルに応じた聴き方があることを理解す

ることができる 

◇ＳＳＴ 

12 気になる自分，見方

を変える 
 ○自分の気になっているところを，相手からリフレーミングし

て伝えてもらうことで，自分のよさを見付ける。 

◆ＳＧＥ 
リフレーミン

グ 

13 サイコロトーキング  〇班の仲間と楽しく会話することで，人前で話す練習の機会に

なる。 

◆ＳＧＥ 
自己開示，傾聴

９ 14 いいところみつけ～

ちょボラ編～ 
 ○「ちょっとボランティア」について，うれしかったことや，

やってみて満足できたことを紹介し，お互いにたたえ合うこと

を通して，自分のよさを見付ける。 

◇ＳＳＴリレ

ーション 

15 ありがとうのミニ花

束 
 ○二カ月間を共に過ごした班の仲間のことを振り返り，お互い

のよさを手紙に書き『ありがとうのミニ花束』を送ることによ

ってリレーションを深める。 

◆ＳＧＥ 
リレーション 

10 16 自分らしく生きよう 

 
 〇自分が成功していくためのよいイメージをもつ。 ◆ＳＧＥ 

自己表現スキ

ル 

17 私メッセージ  ○自分の心の動きを振り返り，「私メッセージ」の伝え方を理解

する。 

◇ＳＳＴ 

18 私のしたいこと  〇自分の気持ち、願い、考えを言語化することを通して，改め

てそれらに気付かせたりはっきりさせたりする。 

◆ＳＧＥ 
自己表現 

11 19 友だちについて考え

よう 
 〇友達と関わることの大切さを認識し，友達関係における自分

を見つめ，今後のほどよい友達関係の在り方について考える。

◆ＳＧＥ 
自己表現 

20 適切な自己主張 

①適切な自己主張とは 
 〇適切に自己主張しよう。非言語的表現が必要になってくるこ

とに気付く。 

◇ＳＳＴ 
自己主張 

20 適切な自己主張 

②シナリオづくり 
 〇適切な自己主張をもとに，友達とのトラブルと解決する話し

方をペアで考える。 

◇ＳＳＴ 
自己主張 

20 適切な自己主張 

③ロールプレイ 
 〇友達とのトラブルを解決する話し方をペアでロールプレイす

ることで，非言語的表現も入れながら話し方を身に付けること

ができる。 

◇ＳＳＴ 
自己主張 
ロールプレイ 

21 それはお断り  〇拒否するトレーニングを通じて，必要ならば拒否をしてもい

いのだと気付くことができる。 

◆ＳＧＥ 
自己主張 

友
情
形
成
ス
キ
ル 

主
張
性
ス
キ
ル 



12 22 トラブルの解決策を

考える 
 ○トラブルがあったとき，我慢するよりも，お互いに話し合っ

て解決する方がすっきりすることを知る。 

○トラブルの際，①事実確認②感情の明確化③問題点の明確化

④解決策の検討⑤解決策の選択⑥実行⑦振り返りという七つ

のステップを通してトラブルを解決していくことを理解する。

◇ＳＳＴ 
問題解決 

23 どうする！友達に誘

われたら 

①シナリオ作り 

 〇自分や周囲の人の気持ちを考えた上で，友達関係のもめごと

に対処・解決する会話を考える。 

◇ＳＳＴ 
問題解決 

23 どうする！友達に誘

われたら 

②ロールプレイ 

 〇友達関係のもめごとに対処し解決をはかるロールプレイを通

して，実際に自分で使える話し方を見付けることができるよう

にする 

◇ＳＳＴ 
問題解決 
ロールプレイ 

24 解決策がいっぱい  ○事例をもとに，トラブル解決のための七つのステップを使っ

て，三人組でトラブルを解決する。 

◆ＳＧＥ 
問題解決 

１

～

３ 

25 桜樹の輪  〇困っていることを伝え，友達からの問題解決策を提案された

なかから，解決策を選び解決しようとしていく。 

リレーション 
人間関係づく

りのスキル 

 

 

 

 

  

聴
き
あ
い
活
動 

社
会
的
問
題
解
決
ス
キ
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◇ 事前 

活動のねらいに迫るには，どのような援助が生徒に必要なの

か，又は，どのような援助を生徒が求めているのかをアセスメ

ントをしましょう。 
 

◇ 活動 

10 分間の活動で，生徒が活動のねらいに迫れるよう，導入・

展開・終末のそれぞれの目的を意識して，留意点を基に活動を

進めます。 

教師のための活動案では，声かけを中心とした援助案を掲載

しています。アセスメントを基に，全体や個への声かけや発達

課題を考慮した声かけを行い，生徒に援助を行います。 

 

◇ 事後 

活動後，教師の活動評価票を使い，活動を振り返ります。ま

た，質問項目に該当する生徒の氏名を記入しましょう。援助を

必要としている生徒として，次の活動では，目を向け，必要と

なる援助ができるようにしましょう。 
 

 

 

 

 

  

教師のための活動案について 

活動の流れ 



 

全体への声かけ 個への声かけ 
発達課題を考慮

した声かけ 

教師のための活動案の見方 

活動の意欲を高め

る雰囲気づくり 

かかわりを通してね

らいに迫る活動 

多様な視点や考え

方への気付き 

発達課題への考慮

三
つ
の
活
動
の
流
れ
の
目
的 

情緒的 情報的 評価的 道具的 

４種類のサポート 

◇ 声かけの表記について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 種類のサポート 

4 種類のサポートによる期待される効果と中心となる使用場面 

情緒的サポート 

情報的サポート 

道具的サポート 

評価的サポート 

安心感 

意欲の高まり

意欲の高まり

導入 

展開 

終末 



 

 

 

  

三つの活動の流れの目的 



 

 

 

非言語的行動 非言語的行動の意味 援助例 

うつむく（顔を下にむ

ける） 

頑張ろうと思うが集中できない。ほかのこと

が気になる。落ち着いて話が聴ける。寝てい

るのをごまかす姿勢。話を聴きたくない。 

情緒「どうしましたか？」

他者接触（友達に触れ

る） 

自分をアピールしている。単なる癖。授業の

ペースについていきたくて，早くそれを確認

したいとき。 

情緒「どうしましたか？」

情報「今は、～まで説明が

終わりました」 

自己接触（髪の毛を触

る等） 

授業内容が分からなかったり，集中できずイ

ライラするとき。 

情報「今の説明で分かりま

したか？」 

手遊び 授業を真剣に聴いている。授業内容が分から

なかったり，集中できずいらいらしていると

き。 

情報「今の説明で分かりま

したか？」 

身体をゆする 夢中になると身体も動いてしまう。眠くなっ

たとき。 

情緒「どうしましたか？」

のびをする，椅子でそ

る 

眠くなったとき，集中できなくなったときの

気分転換、腰が痛い。 

情緒「どうしましたか？」

よそ見をする 授業内容に興味がない。周りが気になる。何

もしたくない。 

道具「友達と、～を使って

やってみましょう」 

身体が後ろや横を見る 授業内容に興味がない。分からなくて困って

いる。諦めている。先生の話がくだらなくて

聴きたくない。気持ちが落ち着かない。 

情報「今、～をやっていま

す」 

道具「これを使ってやって

みましょう」 

授業に関係のない筆記 わからない・簡単すぎて，授業内容に興味が

ない。 

評価「ここまでできたので

すね」 

情報「次は、～に取組んで

みましょう」 

私語 授業に集中できない。意見を言いたいのに聴

いてもらえないため，しゃべらずにはいられ

ない。 

情緒「どうしましたか？」

「～と言うことを発表し

たいのですか？」 

机に伏せる 本当に眠くて寝ている。いけないと思っても

だるくて起き上がれない。先生の話がくだら

なくて聴きたくない。 

情緒「どうしましたか？」

情報「～をやってみましょ

う」 

許可なく立ち歩く。授

業に遅れてくる 

家や学校でのいろいろなことが気になって落

ち着かない気持ち。意見などを聴いてもらい

たいのに聴いてもらえなくてイライラする。

情緒「どうしましたか？」

（國分康孝編『授業に生かす育てるカウンセリング』図書文化を参考に作成） 

※ 生徒が表に示すような場面は，サポートするチャンスです。かかわりを大切にしながら，生徒の援助ニ

ーズに応えていきましょう。 

※ 生徒の変容を捉える注目ポイント：表情・言動・ワークシートの記入内容・行動 など 

  

生徒が援助を必要とする非言語的場面と援助例 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

教師の活動評価票 

生
徒
の
氏
名
を
記
入

し
，
次
の
援
助
に
つ

な
げ
る
。 

事前・事後の援助例 



 

 

～ 実践編 ～ 



活動案フォーマット 

※サポート，援助例については，中心となるサポートのみをあげています。詳細については，活動案を参照

してください。 

◆社会的スキルトレーニング 

◆構成的グループエンカウンター 

流れ 時間 内  容 サポート 援助例（声かけ） 

導入 １～

３分 

説明 

①活動の流れを説明する。 

②モデリングで活動を示す。

③活動の確認をする。 

情報・情緒 ・「○○をします。～が今日のポイント

です。」 

・「分からないことはありませんか？」

・「参加できますか？」 

展開 ４～

７分 

活動 

①活動ができるよう配慮す

る。ルールの確認をする。

②活動ができない生徒への介

入。 

道具 ・掲示物でのルール確認 

・「○○さん，どうしたの？困ったこと

はありますか？カードを使って会話

を続けてみよう」など，具体的な援助

・「先生と一緒にやってみよう」 

終末 ２分 振り返り 

①代表生徒の振り返り発表 

②教師のコメント 

評価 ・「活動してどんなことを思いました

か。」 

・「～をすると，○○と思った人はいま

すか」 

・「～な活動があって，先生はうれしか

ったです」 

流れ 時間 内  容 サポート 援助例（声かけ） 

導入 １～

３分 

説明 

①活動の流れを説明する。 

②教師の自己開示を入れなが

ら，モデリングで活動を示す。

③活動の確認をする。 

情緒・情報 ・「○○をします。先生も～でした」 

・「わからないことはありませんか？」

・「参加できますか？」 

展開 ４～

７分 

活動 

①活動ができるよう配慮す

る。 

②活動ができない生徒への介

入。 

道具 ・掲示物でのルール確認 

・「○○さん，どうしたの？困ったこと

はありますか？カードを使って会話

を続けてみよう」など，具体的な援助

・「先生と一緒にやってみよう」 

終末 ２分 振り返り 

①代表生徒の振り返り発表 

②教師のコメント 

評価 ・「なるほど。そうなのですね。」 

・「○○さんは，～と考えました。」 

・「○○さんが～と気付きました。」 

・「～という，考え方もあります」 



◆聴きあい活動 

 

  

流れ 時間 内  容 サポート 援助例（声かけ） 

導入 １～

３分 

説明 

①活動の流れを説明する。 

②活動の確認する 

情緒・情報 ・「今日の発表者は〇〇さんです」 

・「分からないことはありませんか」 

・「参加できますか？」 

展開 ４～

７分 

活動 

①活動ができるよう配慮す

る。 

②活動ができない生徒への介

入。 

道具 ・掲示物でのルール確認 

・「○○さん，どうしたの？困ったこと

はありますか？カードを使って会話

を続けてみよう」など，具体的な援助

・「先生と一緒にやってみよう」 

終末 ２分 振り返り 

①代表生徒の振り返り発表 

②教師のコメント 

評価 ・「活動してどんなことを思いました

か。」 



◆活動例（社会的スキルトレーニング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１

～

３
分

２

分 

○○をします。～が今日

のポイントです。 

分からないところはありませんか？

～や～をすると，○○

になりますね。 

～な活動があって，先

生はうれしいです。 

全員に説明が聞こえるよう配慮し，着席

させ静かな雰囲気をつくる。

説明が終われば，すぐに活動ができるよ

う配慮する。抵抗を示す生徒には他の役

割を与え，次回の参加を促す。

活動中は，必要最小限の介入とし，活動

の流れを止めないようにする。

それぞれが持っている見方や考え方を尊

重し，自分の考えに自信をもてるように

する。また，多様な価値観があることに

気付くきっかけになるようにする。 

「私」メッセージで，教師のコメントを

伝える。 

 

多
様
な
視
点
や
考
え
へ
の
気
付
き 

４

～

７
分

○○をすると，○○な

活動になります。 

 
○○さん，どうしたの？困

ったことはありますか？



◆活動例（構成的グループエンカウンター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

～

３
分

２

分 

○○をします。先生も～

なんことがありました。

○○さん，参加できますか？

○○さんは，～と考え

たのですね。 

○○さんが，～と気付

きました。 

教師の自己開示を行いながら，活動の説

明を行う。

説明が終われば，すぐに活動ができるよ

う配慮する。抵抗を示す生徒には他の役

割を与え，次回の参加を促す。

活動中は，必要最小限の介入とし，活動

の流れを止めないようにする。

それぞれが持っている見方や考え方を尊

重し，自分の考えに自信をもてるように

する。また，多様な価値観があることに

気付くきっかけになるようにする。 

 

多
様
な
視
点
や
考
え
へ
の
気
付
き 

４

～

７
分

○○をすると，○○な

活動になります。 

 
○○さん，どうしたの？困

ったことはありますか？



◆活動（聴きあい活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

～

３
分

２

分 

○○をします。～が今日

のポイントです。 

○○さん，参加できますか？

～や～をすると，○○

になりますね。 

～な活動があって，先

生はうれしいです。 

全員に説明が聞こえるよう配慮し，着席

させ静かな雰囲気をつくる。

説明が終われば，すぐに活動ができるよ

う配慮する。抵抗を示す生徒には他の役

割を与え，次回の参加を促す。

活動中は，必要最小限の介入とし，活動

の流れを止めないようにする。

それぞれが持っている見方や考え方を尊

重し，自分の考えに自信をもてるように

する。また，多様な価値観があることに

気付くきっかけになるようにする。 

「私」メッセージで，教師のコメントを

伝える。 

 

多
様
な
視
点
や
考
え
へ
の
気
付
き 

４

～

７
分

○○をすると，○○な

活動になります。 

 
○○さん，どうしたの？困

ったことはありますか？



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

友だちとかかわる場を持つことで，新しい環境で新しい人間関係を築いていけるように配慮する。 

■活動グループ 全体 

■準備物 掲示物（話を聴くときのルール） 

■進め方 

  

 

 

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ 教師からの話を聴く。 

２ ペアで自己紹介をする。 

◎①緊張感をほぐすために，明るい話し方に心が

け，和やかな雰囲気をつくる。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

４
分 

３ これからの活動の見通しをもつ。 

・活動を通して、どんなことが変わ

っていくか説明を聞く。 

・活動中の注意点を聞く。 

 

 

 

 

 

②活動の意欲を高めるために，「heart to heart」

の活動は，友だちとの関係がよくなり，話しや

すくなったりする活動であることを伝える。 

 

 

③よりよい活動にしていくために，活動の注意点

を話し，話を聴くときの約束事について掲示物

で確認をする。 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 次回の活動を知る。 ④次回の活動の意欲を高めるために，本時の活動

を振り返り，上手な聴き方について活動をする

ことを伝える。 

 

ねらい 

heart to heart の時間について，活動

のねらいと参加するときの心構えにつ

いて理解する。 

第一段階 （１／２４） オリエンテーション ４月

１ オリエンテーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
 

   

◇留意点 

①では，発達の段階や生徒の状態によ

り内容を変更する。 

例）好きな食べ物，好きな番組 などオリエンテーション 

heart to heart？ 

友だちとの関係をよくする活動 

 

板書計画 

②これから一年間行う

heart to heartの活動は

友だちとの関係がよくな

り，話しやすくなったり

する活動です。 

①○○さんは～色が好きなの

ですね。理由は～だからな

のですね。なるほど，そう

なんですね。 

①席の隣の人と自己紹介

をしましょう。そして，

好きな色とその理由を

言いましょう。

④皆さんが真剣に先生の話

を聴こうと，身体を先生

に向け最後まで聴いてく

れたことを先生は，とて

もうれしく思いました。 

【活動の注意点】 

・指示をよく聞いて，ル

ールを理解する。 

・活動は，楽しんで参加

する。 

・感じた気持ちを素直に

話す。 

【聴くルール】 

・身体を話し手に向ける

・視線を向ける 

・うなずきながら聴く 

③話を聴くときの約束事

を確認します。 

③活動の最後の振り返りで

はお互いの感想を聴きあ

います。感じたことを素

直に話せるよう約束事を

忘れないでください。 

④次回は，上手な聴き方を

します。  

①今からお互いをちょっと知

る活動をします。 

私が好きな色は，黄色です。

なぜなら，見ていると元気

になれるからです。 

④最初に友達と自己紹介を

しましたが，この約束事

を守ることで，話がしや

すくなったり，相手のこ

とがもと分かるようにな

ります。 

③資料を掲示する。

①話をする前よりも少

だけ，相手のことが分

かりましたね。お互い

に，自分のことを話し

たり，相手の話を聴く

ことができました。 

④heart to heart の活

動では，聴くことが大

切だと分かりました

ね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

友だちとかかわる場を持ち，その楽しさを味わえるように配慮すること 

■活動グループ ペア 

■準備物 掲示物（ルールの説明・聴く三つの留意点） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ・説明を聞く。 

 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

  ・二人組で行う。（30 秒） 

  ・四人組で行う。（30 秒） 

  ・先生と全員で行う。（全員と合

うまで） 

 

③活動の始まりの合図の前には，三つの留意点を意

識できるよう声をかける。 

 

 

 

④何回ジャンケンが同じだったか，回数を聴くこと

で，2 回目３回目のジャンケンの意欲を高め三つ

の留意点の大切さに気付かせる。 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤様々な見方で自分のよさに気付けるよう，感想を

聞く。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次に上手な話の

聴き方②をすることを伝える。 

 

ねらい 

相手を意識して同じ数を出そうとする

ことで他者とかかわる楽しさを味わう。 

第一段階 （２／２４） 友情形成スキル ４月

２ アドジャン 

仲間とかかわる楽しさを味わう。 
ジャンケンが合ったときのここちよ

さを体験する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、仲間とか

かわる楽しさを味わう。ジ

ャンケンが合ったときのこ

こちよさを体験することで

す。 

①今回は，少し変わったジャン

ケンをします。勝った！負け

た，で競うものではありませ

ん。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？掲示

物で確認しましょう。 

④何回，あいこになりまし

たか？三つのポイント

を思い出してください。

⑤相手のことを考えてや

ったのですね。○○さ

ん，よく気が付きました

ね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 
⑥次回は，上手な話の聴き方

をします。 

⑤振り返りをペアでやりまし

ょう。 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？

うんうん，そうなんだ。 

◇留意点 

・ルールの説明を短くするため掲示

物を利用する。 

・友だちとのかかわりや先生とのか

かわりを楽しみながら活動に参加

することを通し，話を聴くための，

３つの留意点の大切さに気付ける

ようにしましょう。 

アドジャン 

相手とあいこを多くだすには？

 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

⑤今日の活動で，先生は，全員

と気持ちを合わせることがで

きてたので，先生はうれしか

ったです。 

②アドジャンのルールは黒板

を見てください。あいこを

だすためのポイントは次の

3 つです。○○さん，先生

と一緒にやってみましょ

う。 

②資料を掲示する。 

・ルール 

・聴くスキル三つの留意点

③活動時間は二人組で 30 秒，

四人組で 30 秒。先生と全

員は全員と合うまでやりま

すよ。それでは、始めます。

③活動の初めの合図・終わ

りの合図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 掲示物（活動の流れ） 

■進め方 

  

 

 

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

①緊張感をほぐすために，明るい話し方に心がけ，リラッ

クスした雰囲気をつくる。 

②活動の意欲を高めるために，話を聴いてもらえた時の体

験を思い返すよう声をかける。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

２ 内容を確認する。 

・ 説明を聞く 

・ モデルを見ながらポイントを

確認する。 

 

 

 

３ 活動する。（ペア） 

・ ペアで役割を交代して行う

 

③活動する内容を理解させるために，教師と代表生徒でモ

デリングをして，聴くスキルの資料を黒板に掲示する。

・話し役は聞き役に身体を向けさせる。 

・笑顔で、視線を向けて「そうですね」とうなずき、あ

いづちをうつ。 

 ・相手が嫌がることは言わない。 

 

 

◎④活動を観察し，声かけをする。 

 

 

 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

・ カードに記入する。（全体） 

 ・ 感想を話し合う（ペア） 

 ・ 発表する（全体） 

 ・ 教師によるまとめを聴く。 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤話し合いの態度を観察する 

 ・身体をむけているか 

 ・笑顔で、視線をむけているか 

  など 

⑥振り返りのポイントで評価する。 

 

 

⑦次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

人の話に注意深く耳を傾ける大切さに

気付き，上手な話の聴き方のスキルを身

に付ける。 

第一段階 （３／２４） 友情形成スキル ５月

３ 上手な聴き方① 

人の話に注意深く耳を傾ける大切

さに気付き，上手な話の聴き方のス

キルを身に付けることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

  

 

 

 
 

   

 

 

◇留意点 

①では，発達の段階や生徒の状態によ

り内容を変更する。 

例）好きな運動，好きな番組 など 

④では，生徒間の関係を見てペアを考

える。（同性ペア・異性ペア等） 

上手な聴き方① 

㋐相手を見る 

㋒うなずき・あいづち 

㋚最後まで聴く 

㋓笑顔 

板書計画 

①今日は，斜め隣りの友だち

と握手してから，一番好き

な食べ物とその理由を話し

ましょう。 

②今日のねらいは、話に聴く

切さに気付き，上手な話の

聴き方のスキルを身に付

けていくことです。この活

動を体験すると，話を聴い

てもらえたというほっと

した気持ちになります。 

①先生が好きな食べ物は、お

好み焼きです。理由は～だ

からです。 

④〇〇さん、困っていることは

ありませんか？ 

③ジャンケンをして勝った

人が話す役，負けた人が聴

く役をやりましょう。 

④相手の話を笑顔やうなず

きながら聴くことができ

ましたね。 

⑤うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。どんなところが

～と感じたのかな。 

 

⑤考えた会話を発表しま

す。話すときには，みん

なの方に視線を向けて最

後まで話す事と、聴く側

は話す人に視線を向け、

うなずいたりあいづちを

うちながら、最後まで話

を聴きましょう。 

⑥聴くスキルを使って友

だちの話を聴くことで，

話している相手は，聴い

てもらえていると感じ

ることができます。

③資料を掲示する 

④ペアの配慮 

⑦次回は，上手な聴き方②を

します。 

⑥話合いの時も，笑顔やあいづ

ち，うなづきを真剣にしてい

て，先生はうれしかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 掲示物（聴くスキル） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②話し手に身体を向けさせ，笑顔で，視線を向けて「う

んうん，なるほど」とうなずき，あいづちをうてる

よう，教師と代表生徒でモデリングをする。参加で

きるかどうかの配慮をする。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

４
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で役割を交代して行

う。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

④好きなものが見つからない生徒には見つかるよう，

身近なものから探すように伝える。 

 

 

⑤話し合いの態度を観察する。聴くスキルを喚起する。

・身体をむけているか 

・笑顔で，視線をむけているか など 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑥書いたことをもとにうなずきやあいづちをうちな

がら相手の話を聴くようにするため，振り返りシ

ートに感想を記入する。 

 

 

⑦次回の活動では，聴くスキルを使って，伝言ゲーム

をすることを伝える。 

 

ねらい 

話しを聴くときの三つのポイントを体

験することで，上手な聴き方のスキルを

身に付ける。 

第一段階 （４／２４） 友情形成スキル ５月

４ 上手な聴き方② 

話しを聴くときの三つのポイン

トを体験することで，上手な聴き

方のスキルを身に付けることが

できる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
     

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

話し手が「好きなこと」を話しやす

いように事前にテーマを伝える。 

 

上手な聴き方② 

話し手：好きなことを話す 

聴き手：「うんうん，なるほど」 

板書計画 

①今日のねらいは、話しを聴く

ときの三つのポイントを体

験することで，上手な聴き方

のスキルを身に付けること

です。 

①前回の活動では，友達のよい

とこを探して、熱心に相手に

伝えていたことが，とてもよ

かったです。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？身近なも

ので好きなものはありませ

んか？ 

②話しを聴くときは，身体を

向ける，視線を向ける，う

なずきは相手に聴いている

よという合図になります。

ジャンケンで話してと聴き

手に分かれます。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑥どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書

いてみよう。次に，ペアで

一分間話し合ってみよう。

⑥話すときには，お互いの

発表をするときも聴くス

キルを使いましょう。 ⑥それぞれが考えた会話

を，相手がうなずいた

りしながら聴いていま

した。「話を聴いてもら

っている」と気持ちよ

く話せるようになりま

すね。 ⑦次回は伝言ゲームをします。

②ペアの配慮 

③活動時間は一人 1 分です。

合図があったら，ペアの相手

と役割を交代します。 
③活動の初めの合図・終

りの合図 

⑤聴くスキルの態度 

・身体を向けている 

・笑顔で、視線を向けてい

る 

・うなずきやあいづち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ グループ 

■準備物 掲示物（聴くスキル），紙，ペン 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②先頭から順番に，伝言の内容を伝えていき，最後の

人は，伝わった内容を絵で示すことを伝える。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

３
分 

３ 活動する。 

 ・縦の列 

 ・横の列 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

 

 

⑤話し合いの態度を観察する。 

・身体をむけているか 

・笑顔で，視線をむけているか など 

 

気
付
き 

終
末 

４
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑥感想カード記入後，ペアで，活動を通して難しか

ったところ，良かったところを話合い，代表者が

発表する。 

 

 

⑦次回の活動では，聴くスキルを使って，話の種をす

ることを伝える。 

 

ねらい 

必要な情報を正確に話したり，相手から

の情報を正確に聴き取ったりしながら

伝言ゲームを行い，協力してゲームを行

う楽しさを味わう。 

第一段階 （５／２４） 友情形成スキル ５月

５ 伝言ゲーム 

必要な情報を正確に話したり，相

手からの情報を正確に聴き取っ

たりしながら伝言ゲームを行い，

協力してゲームを行う楽しさを

味わう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
     

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

話し手と聞き手がお互いに，伝言す

る内容を伝えることができるよう

にする。 

 

伝言ゲーム 

話し手：正確に伝える 

聴き手：正確に聴く 

◆聴くスキル 

 

板書計画 

①今日のねらいは、必要な情報

を正確に話したり，相手から

の情報を正確に聴き取った

りしながら伝言ゲームを行

い，協力してゲームを行う楽

しさを味わいます。 

①前回の活動では，相手の話を

聴こうする姿勢が，とてもよ

かったです。聴いてくれてい

ると話し手は話しがしやすか

ったですね。 

②話しを聴くときは，身体を

向ける，視線を向ける，う

なずきは相手に聴いている

よという合図になります。

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑥どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書

いてみよう。次に，ペアで

一分間話し合ってみよう。

⑥話すときには，お互いの

発表をするときも聴くス

キルを使いましょう。 ⑥それぞれが考えた会話

を，相手がうなずいた

りしながら聴いていま

した。「話を聴いてもら

っている」と気持ちよ

く話せるようになりま

すね。 ⑦次回は話しの種をします。

③では，先頭の人に伝言メッセ

ージを渡します。列の最後の

人がそのメッセージに近い，

形を書けば，その列が勝利で

す。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

⑤聴くスキルの態度 

・身体を向けている 

・笑顔で、視線を向けてい

る 

・うなずきやあいづち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 ワークシート（話の種），会話カード 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②教師と代表生徒でモデリングをする。参加できるか

どうかの配慮をする。ペアのアドジャンででた数を

足した数に該当する項目の内容を発表する。 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で行う。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・身体をむけているか 

・視線をむけているか 

・状況に応じて言葉かけをしているか など 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤ペアで気付いたことをお互いに伝え合う。 

 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

聴いてもらうことを通して，自分のこと

を相手に分かってもらえる喜びを知る。 

第一段階 （６／２４） 友情形成スキル ６月

６ 話しの種 

聴いてもらうことを通して，自分

のことを相手に分かってもらえ

る喜びを知る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・リレーションが高まり，実践す

ると効果的である。 

・活動中に気になった生徒には，

活動後に声をかける。 

話しの種 

受け手：聴くスキルを意識する。 

話し手：相手に伝わるように話す。

 

板書計画 

①今日のねらいは、聴いてもら

うことを通して，自分のこと

を相手に分かってもらえる

喜びを知ることです。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

②ペアでアドジャンをして，そ

の数を足し，該当する数か

ら，話の種シートの話す内容

を決定します。聴く側の人

は，聴くスキルの三つのポイ

ントをやってみましょう。

⑤うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 
⑤どんなことを感じたか，多

様な視点で，それぞれの感

想をペアで一分間話し合っ

てみよう。 

⑤友だちにこんな一面が

あった！と分かったペ

アはありますか？聴き

方が上手だと，話し手は

話しやすく，お互いに新

しい発見がありました。 

⑥次回は上手な聴き方③をし

ます。 

②ペアの配慮 

聴くスキルの資料掲示 

③活動時間は５分です。合図

があったら，ジャンケンを

して，勝った人は話し手，

負けた人は，聴き手になっ

てください。では，始めて

ください。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

①前回までの取組で，友だちの

話を聴くことを意識して行っ

てきました。聴いてもらてえ

ている，と感じることで話を

しやすくなった，と感想があ

りました。 

④困っている生徒には，会

話カードを渡す。 



 

 

 

 

 

 

きいて 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 ワークシート 掲示物（聴くスキル）  

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②話し手に身体を向けさせ，笑顔で，視線を向けて「そ

うですね」とうなずき，あいづちをうち質問をする。

教師と代表生徒でモデリングをする。参加できるか

どうかの配慮をする。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

４
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で役割を交代して行

う。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

④好きなものが見つからない生徒には見つかるよう，

身近なものから探すように伝える。 

 

 

⑤話し合いの態度を観察する。 

・身体をむけているか 

・笑顔で，視線をむけているか など 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑥書いたことをもとにうなずきやあいづちをうちな

がら相手の話を聴くようにするため，振り返りシ

ートに感想を記入し，感想をペアで発表し合う。

 

 

⑦次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

質問されながら聴いてもらうと，もっと

話したくなる心地よさを体験する。 

第一段階 （７／２４） 友情形成スキル ６月

７ 上手な聴き方③ 

質問されながら聴いてもらう心

地よさを体験し，スキルの大切さ

を理解する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

「答えを繰り返す」 

→「質問」の練習をする。 

 

上手な聴き方③ 

質問する人：質問する 

答える人：「○○です。」（短く！） 

質問する人：「○○が好きなんですね。」 

      ※答えを繰り返す 

◆ワークシート パターンⅠ 

        パターンⅡ 

板書計画 

①今日のねらいは、質問されな

がら聴いてもらう心地よさ

を体験することです。 

①前回の活動では，～をするこ

とで、～になるということに

気付けました。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？身近なも

ので好きなものはありませ

んか？ 

②話しを聴くときは，身体を

向ける，視線を向ける，う

なずきは相手に聴いている

よという合図になります。

ジャンケンで質問する人と

答える人に分かれます。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑥質問されながら聞かれたと

きの気持ちを，ペアで一分

間話し合ってみよう。 

どんな話が出ましたか？ 

⑥話すときには，お互いの

発表をするときも聴くス

キルを使いましょう。 
⑥それぞれが考えた会話

を，相手がうなずいた

りしながら聴いていま

した。「話を聴いてもら

っている」と気持ちよ

く話せるようになりま

すね。 ⑦次回はあたたかい言葉かけ

をします。 

②ペアの配慮 

③活動時間は一人 1 分です。

合図があったら，ペアの相手

と役割を交代します。答えた

くない質問があったらパス

をしてもいです。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

⑤聴くスキルの態度 

・身体を向けている 

・笑顔で、視線を向けてい

る 

・うなずきやあいづち 



 

「上手な聴き方③～好きなもの，好きなこと～」 
 

◆パターン１ 

 「質問」→「○○です」→「くりかえし」→「はい！」 

１ 好きな色は何ですか？ 

２ 好きな季節はいつですか？ 

３ 海と山はどちらが好きですか？ 

 

◆パターン２ 

 「質問」→「○○」→「繰り返し」→「はい」 

→「質問」→「なーるほど」 

４ どんなテレビ番組が好きですか？どんなところが好きですか？ 

５ 好きなマンがは何ですか？どんなところが好きですか？ 

６ 好きな歌手は誰ですか？どんなところが好きですか？ 

７ ※スペシャル項目 

   あなたの好きなことは何ですか？（質問を考えてください） 

活動案４ ワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわを通して，相手の気持ちに寄り添ったその場にふさわしい言葉かけに気付けるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 カード（場面や表情を示したもの） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②「ほめる」「励ます」「心配する」「感謝する」などの

あたたかい言葉かけを「相手の様子・行動＋気持ち

表現」をもとに，状況に応じて使えるよう，教師と

代表生徒でモデリングをする。参加できるかどうか

の配慮をする 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で役割を交代して行

う。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・身体をむけているか 

・視線をむけているか 

・状況に応じて言葉かけをしているか など 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤書いたことをもとにうなずきやあいづちをうちな

がら相手の話を聴くようにするため，振り返りシ

ートに感想を記入する。 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

いろいろな場面を想定し，あたたかい言

葉かけをする活動を通して，状況に応じ

た言葉かけの仕方を身に付ける。 

第一段階 （８／２４） 友情形成スキル ６月

８ あたたかい言葉かけ 

いろいろな場面を想定し，あたた

かい言葉かけをする活動を通し

て，状況に応じた言葉かけの仕方

を身に付ける。。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・リレーションが高まり，実践す

ると効果的である。 

・活動中のダメージがあった生徒

には，活動後に声をかける。 

あたたかい言葉かけ 

受け手：気持ちの表現をする 

話し手：表現にあった言葉をかける 

 

板書計画 

②今日のねらいは、いろいろな

場面から，あたたかい言葉か

けをする活動を通して，状況

に応じた言葉かけの仕方を

身に付けることです。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？表情

はカードで示すのも良い

ですよ。 

②「ほめる」「励ます」「心配す

る」「感謝する」などのあた

たかい言葉かけを「相手の様

子・行動＋気持ち表現」をも

とに，状況に応じて使えるよ

うにしましょう。今から、先

生とやってくれる人はいる

かな？ジャンケンで話し手

と受け手に分かれます。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑤どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書

いてみよう。次に，ペアで

一分間話し合ってみよう。

⑤話すときには，お互いの

発表をするときは聴くス

キルを使いましょう。 
⑤自分の思ったことと友

達からの言葉かけが同

じだと，あたたかくホ

ッとした気持ちになり

ますね。 

⑥次回はふわふわちくちく言

葉をします。 

②ペアの配慮 

③活動時間は一人２分です。合

図があったら，ペアの相手と

役割を交代します。ジャンケ

ンに勝った人はカードを引

いて，受け手になってくださ

い。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

①その場にふさわしい励ましの

ことがあったりすると，大変

だと思えることも乗り越える

ことができる，ことがありま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわを通して，相手の気持ちに寄り添ったその場にふさわしい言葉かけに気付けるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 掲示物（表情，聴くスキル），表情カード 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

  ・ちくちく言葉を 3 つ、にらみ

ながら言う。 

 ・ふわふわ言葉を 6 つ笑顔で伝え

る。 

③活動の時間を知らせ，友だちとかかわるときにど

んな言葉を使ったらよいかを考える練習になるの

で，真剣に取り組むことを伝える。 

 

 

 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤ペアで感想を話合い，代表者が発表する。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次回の活動を伝

える。 

 

ねらい 

友だちにどんな言葉をかけたらよいか

分かる。 

第一段階 （９／２４） 友情形成スキル ６月

９ ふわふわ・ちくちく言葉 

友だちにどんな言葉をかけたらよい

か分かる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、友だちに

どんな言葉をかけたらよい

か分かる活動をします。 

①前回の，あたたかい言葉かけ

では，相手の思いにたったそ

の場にふさわしい言葉かけ

が、聴く側にとってうれしい

ものだということが分かりま

した。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

⑤○○さんの感想から，

友達とかかわりを持ち

ながら，その場にふさ

わしい言葉かけに気付

けたようですね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 

⑥次回は，がんばろうのミニ

花束をします。グループの

友達の頑張っている姿を探

しておきましょう。 

⑤ペアで感想を発表し合いま

しょう。 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？

うんうん，そうなんだ。 

◇留意点 

事前に，「ふわふわ」と感じる言葉

と「ちくちく」と感じる言葉を生徒

に書いてもらい，一覧表を作ってお

く。 

活動後，気になる生徒に声をかけ

る。 

ふわふわ・ちくちく 

言葉から受ける印象は？ 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

③表情の資料掲示。 

⑤今日の活動で，表情をつけな

がら，より効果的に言葉を伝

えることができたので，先生

はうれしかったです。 

②話し手は，表情も大切にな

ります。言葉かけに合わせ

た表情をしてみましょう。

○○さん，ちょっと前にお

願いします。先生とやって

みましょう。 

③活動時間は一人 1 分です。

表情にも気を付け，真剣に

やりましょう。 

②聴くスキル資料掲示。

③始まり，終わりの合図 

④〇〇さん、表情をつくる

のに困っているのです

ね。この表所カードを使

って言葉かけをしてみ

ましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

自己の価値観にとらわれず，多角的な視点を示唆し，様々な考え方や見方があることが伝わるよう考慮する。 

■活動グループ グループ 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ①説明を聞く。 

 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がけ，BGM を流す。  

 

 

 

②友達が自分のがんばりに気付けるようにするた

め，相手のがんばっているところをたくさん見つ

け，発見カードに記入することを伝える。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

３ 活動する。 

  ①友達の「発見メモ」に相手の

よいところを記入する。 

  ②友達に書いてもらった自分の

「発見メモ」を読む。 

 

③記入に困らないように，発見メモを掲示する。 

 

◎④グループ全員が，発見メモに友達のがんばって

いるところを記入ができるように、声をかける。

 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤様々な見方で自分のがんばりに気付けるよう，感

想を聞く。 

 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

仲間のことを振り返り，お互いのがんば

りを手紙に書き『がんばろうのミニ花

束』を送ることでリレーションを深め

る。 

第一段階 （１０／２４） 友情形成スキル ６月

１０ がんばろうのミニ花束 

仲間のことを振り返り，お互いのがん

ばりを手紙に書き『がんばろうのミニ

花束』を送ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、仲間がが

んばっているところを発見メ

モに書き，自分のことや友達

のことをよりよく知っていく

活動をします。 

①先生は，〇〇から～と言われ，

へ～そうなんだ，と思ったこと

があります。 

クラスを見ていても，いつも本

が整頓されています。これは，

本棚を意識的に整えてくれる人

がいてくれるおかげです。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

～さんの教室での様子はどう

でしたか？ 

④本人では、気付けないか

もしれない，でも，君たち

だから気付けた友達がが

んばっているところを教

えるために，いろいろな見

方で，発見メモを書きまし

ょう。 

④相手のことを考えてや

ってくれていたことだっ

たのですね。○○さん，よ

く気が付きましたね。 

④うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 

①BGM を流す。 

⑥次回は，上手な聴き方④を

します。 

⑤友達から発見メモをもら

い，どんなことを感じました

か？ 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

 

 

◇留意点 

事前に連絡をし，友達のがんばりに

目を向けさせる。 

 

がんばろうのミニ花束 

友達のことや自分のことをよく知ろう 

・書く＝発見した友達のがんばっている

ところは？ 

・伝える＝友達に発見メモを渡す 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

③発見メモの掲示。 

⑤今日の活動で，それぞれが友

達のよいところを見付けて，伝

えることができたので，先生は

うれしかったです。 



 

がんばろうのミニ花束  
  年   組 氏名（         ） 

〇あなたのがんばり，見つけたよ。 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

活動案１０ ワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 ワークシート 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ・説明を聞く。 

・モデルを見ながらポイント

を確認する 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

  ・ワークシートを使い，「教え

て」のレベルに合わせた聴

き方をペアでロールプレイ

する。 
   

 

③活動の時間を知らせる。 

 

 

 

④表情をつけてロールプレイできるよう、声をかけ

る。 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤ペアで活動の振り返りをし，代表が発表する。 

 

 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

わからないことのレベルに応じた聴き

方があることを理解することができる。 

第一段階（１１／２４） 友情形成スキル ７月

１１ 上手な聴き方④ 

わからないことのレベルに応じた聴

き方があることを理解することがで

きる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、わからな

いことのレベルに応じた聴き

方があることを理解すること

です。 

①「教えて」の一言は、自分の

ためになるこが多いです。けれ

ど，なかなか言えない言葉だっ

たりもして、後から「しまった

な」といことはありませんか？ 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

⑤「教えて」の言葉にも，

わからないことのレベル

によって聴き方が違うこ

とが分かりましたね。実際

の場面で使えるよう，職場

体験でも生かしていきま

しょう。。 

⑤うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 
⑥次回は，気になる自分をし

ます。 

◇留意点 

わからないことのレベルに応じた

聴き方に注意させる。 

上手な聴き方④ 

「教えて」と言うには？ 

→わからないことのレベルにあわ

せた聴き方 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

②場面の資料掲示。 

⑤今日の活動で，実際の場面を

想像しながら「教えて」とロー

ルプレイをしていたので，先生

はうれしかったです。 

②場面を再現するようにロー

ルプレイをします。その際，

表情も大切になります。言葉

かけに合わせた表情をしてみ

ましょう。○○さん，ちょっ

と前にお願いします。先生と

やってみましょう。 

③活動時間は，一人 2 分です。

途中の合図で役割を交代しま

しょう。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？表情カ

ードを使って表情を工夫し

ますか？ 

②ワークシート配布。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

多様な考え方を知るために，他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 掲示物（約束事） リフレーミング辞典 ワークシート BGM（落ち着いたもの） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

 ・自分の短所と思うところを，

ペアの相手にリフレーミング

辞書で長所に変換してもら

う。 
   

③活動の時間を知らせる。かかわりを持った活動を

充実させるため，相手の短所をからかったり，ふ

ざけたりしない，という約束をする。 

 

④ワークシートとリフレーミング辞書を使い，活動

ができるようにする。辞書にない言葉は二人で考

えるよう伝える。 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤ペアで感想を話合い，代表者が発表する。 

 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次回の活動を伝

える。 

 

ねらい 

自分の気になっているところを，相手か

らリフレーミングして伝えてもらうこ

とで，自分のよさを見付ける。 

第一段階 （１２／２４） 友情形成スキル ７月

１２ 気になる自分 

自分の気になっているところを，相手

からリフレーミングして伝えてもら

うことで，自分のよさを見付ける。 
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②今日のねらいは、自分の気

になっているところを，相手

からリフレーミングして伝え

てもらうことで，自分のよさ

を見付ける活動をします。 

①短所と思うところを皆さんは

持ていますか？先生は，～なと

ころが短所だと思っています。

でも，これは，逆の見方をする

と～というよい点になります。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

⑤本人では、気付けないか

もしれない，でも，君たち

だから気付けたリフレー

ミングをありました。 

④相手のことを考えてや

ってくれていたことだっ

たのですね。○○さん，よ

く気が付きましたね。 

④うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 

③BGM を流す。 

⑥次回は，上手な話の聴き方

をします。 

⑤友達からリフレーミングし

てもらい，どんなことを感じ

ましたか？ 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

◇留意点 

自分の短所を人に伝えるには、 

勇気が必要になるので、話しやすい

雰囲気と、話しても大丈夫という約

束を行う。 気になる自分 

リフレーミングしよう 

短所を長所に 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

③資料の掲示。 

⑤今日の活動で，それぞれが友

達のよいところを見付けて，伝

えることができたので，先生は

うれしかったです。 

③活動時間は 5 分です。この

活動の約束事は黒板にありま

す。それでは，始めましょう。

②話し手は，表情も大切にな

ります。言葉かけに合わせた

表情をしてみましょう。○○

さん，ちょっと前にお願いし

ます。先生とやってみましょ

う

④リフレーミング辞書にな

い言葉は，こちらの資料にあ

るかな？なければ，二人で考

えてみよう？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者の話を聴く態度を身に付けることができるよう配慮する。 

■活動グループ グループ（4 人） 

■準備物  

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

２
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  

 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②話し手に身体を向けさせ，笑顔で，視線を向けて「う

んうん，なるほど」とうなずき，あいづちをうてる

よう，教師と代表生徒でモデリングをする。参加で

きるかどうかの配慮をする。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

３ 活動する。 

 ・4 人グループをつくる。 

③活動時間を伝える。質問項目にこらえられない時は，

パスできることを伝える。 

 

 

④話し合いの態度を観察する。 

・身体をむけているか 

・笑顔で，視線をむけているか など 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤ペアで感想を話合い，代表者が発表する。 

 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

班の仲間と楽しく会話することで，人前

で話す練習の機会にする。 

第一段階 （１３／２４） 友情形成スキル ７月

１３ サイコロトーキング 

班の仲間と楽しく会話すること

で，人前で話す練習の機会にす

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
     

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

短く自分のことを話せばよいことを

伝える。 サイコロトーキング 

お互いのよさに気付けるよう自分のこ

とを話したり，友だちの話を聴こう。 

板書計画 

①今日のねらいは、話しを聴く

ときの三つのポイントを体験

することで，上手な聴き方のス

キルを身に付けることです。 

①前回の活動では，友達のよい

とこを探して、熱心に相手に伝

えていたことが，とてもよかっ

たです。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

②話しを聴くときは，身体を

向ける，視線を向ける，うな

ずきは相手に聴いているよと

いう合図になります。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑥どんなことを感じたか，自

分の思いを大切にして，それ

ぞれの一分間話し合ってみよ

う。   

⑥話すときには，お互いの

発表をするときも聴くスキ

ルを使いましょう。 
⑥それぞれが考えた会話

を，相手がうなずいたり

しながら聴いていまし

た。「話を聴いてもらって

いる」と気持ちよく話せ

るようになりますね。 

⑦次回はちょぼらをします。

③活動時間は 6 分です。合図

があったら，始めます。質問に

答えられない項目の時は，パス

してもいいので，他の質問にい

きましょう。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

⑤聴くスキルの態度 

・身体を向けている 

・笑顔で、視線を向けてい

る 

・うなずきやあいづち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ グループ（4 人） 

■準備物 ワークシート 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

  

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう， 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

３ 活動する。 

 ・グループでお互いのちょぼら

の状況を報告し，感想を発表

する。 

 ・友達のちょぼらの状況を発表

する。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・身体をむけているか 

・視線をむけているか 

・状況に応じて言葉かけをしているか など 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤グループで感想を話合い，代表者が発表する。。 

 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

「ちょっとボランティア」について，う

れしかったことや，やってみて満足でき

たことを紹介し，お互いにたたえ合うこ

とを通して，自分のよさを見付ける 

第一段階 （１４／２４） 友情形成スキル ９月

１４ いいところみつけ～ちょボラ編～ 

「ちょっとボランティア」について，

うれしかったことや，やってみて満足

できたことを紹介し，お互いにたたえ

合うことを通して，自分のよさを見付

ける。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・事前に，グループで取り組んで

みたいちょっとボランティアを

決めておき，実施後の活動がよ

い。 

ちょボラ 

うれしかったこと，満足できたことは？

 

板書計画 

①今日のねらいは、「ちょっと

ボランティア」について，うれ

しかったことや，やってみて満

足できたことを紹介し，お互い

にたたえ合うことを通して，自

分のよさを見付けることです。

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？取り組

みが間に合わなかった人

は，こんな場面でこんなこ

とをしたかった，というこ

とを発表しましょう。 

②今日の活動の流れは黒板に

あります。 

⑤うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑤どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書い

てみよう。次に，ペアで一分

間話し合ってみよう。 

⑤話すときには，お互いの

発表をするときは聴くスキ

ルを使いましょう。 

⑤自分の思ったことと友

達からの言葉かけが同じ

だと，あたたかくホッと

した気持ちになります

ね。 
⑥次回はありがとうのミニメ

ッセージをします。 

③活動時間は 6 分です。ちょ

ぼらの報告会をしましょう。 ③活動の初めの合図・終

わりの合図 

②活動の流れ資料掲示 

 BGM を流す 

①ここ数日間，皆さんが進んで

誰かのためになる活動をして

くれていました。 

⑤うんうん。○○さんは～とい

ったことができたんだね。あり

がとう。先生もうれしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

自己の価値観にとらわれず，多角的な視点を示唆し，様々な考え方や見方があることが伝わるよう考慮する。 

■活動グループ グループ 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ①説明を聞く。 

 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がけ，BGM を流す。  

 

 

 

②友達が自分のよさに気付けるようにするため，相

手のよいところをたくさん見つけ，発見カードに

記入することを伝える。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

３ 活動する。 

  ①友達の「発見メモ」に相手の

よいところを記入する。 

  ②友達に書いてもらった自分の

「発見メモ」を読む。 

 

③記入に困らないように，発見メモを掲示する。 

 

◎④グループ全員が，発見メモに友達のよいところ

を記入ができるように、声をかける。 

 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤様々な見方で自分のよさに気付けるよう，感想を

聞く。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次に上手な話の

聴き方②をすることを伝える。 

 

ねらい 

仲間のことを振り返り，お互いの良さを

手紙に書き『ありがとうのミニ花束』を

送ることでリレーションを深める。 

第一段階 （１５／２４） 友情形成スキル ９月

１５ ありがとうのミニ花束 

仲間のことを振り返り，お互いの良さ

を手紙に書き『ありがとうのミニ花

束』を送ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、仲間のよ

いところを発見メモに書き，

自分のことや友達のことをよ

りよく知っていく活動をしま

す。 

①先生は，〇〇から～と言われ，

へ～そうなんだ，と思ったこと

があります。 

クラスを見ていても，いつも本

が整頓されています。これは，

本棚を意識的に整えてくれる人

がいてくれるおかげです。 

④〇〇さん、困っていること

はありませんか？ 

～さんの教室での様子はどう

でしたか？ 

④本人では、気付けないか

もしれない，でも，君たち

だから気付けた友達のよ

いところを教えるために，

いろいろな見方で，発見メ

モを書きましょう。 

④相手のことを考えてや

ってくれていたことだっ

たのですね。○○さん，よ

く気が付きましたね。 

④うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 

①BGM を流す。 

⑥次回は，上手な話の聴き方

をします。 

⑤友達から発見メモをもら

い，どんなことを感じました

か？ 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

◇留意点 

事前に連絡をし，友達のいいところ

に目を向けさせる。 

 ありがとうのミニ花束 

友達のことや自分のことをよく知ろう 

・書く＝発見した友達のいいところは？ 

・伝える＝友達に発見メモを渡す 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

③発見メモの掲示。 

⑤今日の活動で，それぞれが友

達のよいところを見付けて，伝

えることができたので，先生は

うれしかったです。 



 

ありがとうのミニ花束  
  年   組 氏名（         ） 

〇あなたのよいところ，見つけたよ。 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

・ 

（        より） 

 

活動案１５ ワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ 個人 

■準備物 ワークシート 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

２
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

  

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②自分を好きになろうカードを記入することを伝え

る。 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

７
分 

３ 活動する。 

 ・ワークシートに記入する。 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤自分のよいところを記入してみての感想を発表さ

せる。 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

自分が成功していくためのよいイメー

ジを持つ。 

第一段階 （１６／２４） 主張性スキル 
１０月

１６ 自分らしく 

自分が成功していくためのよい

イメージを持つ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・今までの活動の中で培われてき

た自己理解の確認にもなる。肯

定的な自己を見付けられるよう

に声かけをする。 

自分らしく 

自分が成功していくためのよいイメー

ジとは？ 

板書計画 

①今日のねらいは、自分が成

功していくためのよいイメ

ージを持つことです。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？今まで

の活動で、～と言ったこと

を友だちから指摘されてい

ましたよ。 

②今までの活動を振り返り

ながら，自分を好きになろ

うカードに自分自身のこと

記入していきましょう。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑤記入をしてどんなことを感

じましたか？，それぞれの感

想をカードの書いてみよう。 ⑤自分を好きになろうカ

ードに一人一人の思いが

出ています。今まで以上

に自分自身について触れ

ることができました。 
⑥次回は私メッセージをしま

す。 

③活動時間は 7 分です。じっ

くりと取り組みましょう。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

 BGM を流す 

①これまでの活動で，お互いに

多様な視点で，お互いを見つめ

てきました。改めて，気が付い

たこともたくさんありました

ね

⑥自分の好きになろうとして

いるところがたくさんみつけ

られて，先生はうれしかったで

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 カード（場面や表情を示したもの） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②話し手に身体を向けさせ，笑顔で，視線を向けて「う

んうん，なるほど」とうなずき，あいづちをうてる

よう，教師と代表生徒でモデリングをする。参加で

きるかどうかの配慮をする。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で役割を交代して行

う。 

 ・三つの話し方をロールプレイ

する。 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・身体をむけているか 

・視線をむけているか 

・状況に応じて言葉かけをしているか など 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤書いたことをもとにうなずきやあいづちをうちな

がら相手の話を聴くようにするため，振り返りシート

に感想を記入する。 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

自分の心の動きを振り返り，「私メッセ

ージ」の伝え方を理解する 

第一段階 （１７／２４） 主張性スキル １０月

１７ 私メッセージ 

自分の心の動きを振り返り，「私

メッセージ」の伝え方を理解す

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・リレーションが高まり，実践す

ると効果的である。 

・活動中，気になった生徒には，

活動後に声をかける。 

私メッセージ 

受け手：気持ちの表現をする 

話し手：表現にあった言葉をかける 

 

板書計画 

①今日のねらいは、自分の心の

動きを振り返り，「私メッセー

ジ」の伝え方を理解することで

す。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？表情は

カードで示すのも良いです

よ。 

②話しを聴くときは，身体を向

ける，視線を向ける，うなずき

は相手に聴いているよという

合図になります。。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑤どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書い

てみよう。次に，ペアで一分

間話し合ってみよう。 

⑤話すときには，お互いの

発表をするときは聴くスキ

ルを使いましょう。 

⑤自分の思ったことと友

達からの言葉かけが同じ

だと，あたたかくホッと

した気持ちになります

ね。 
⑥次回は私のしたいことをは

票します。 

②ペアの配慮 

③活動時間は一人２分です。合

図があったら，ペアの相手と役

割を交代します。ジャンケンに

勝った人はカードを引いて，受

け手になってください。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

①自分が伝えたいことが、相手

にうまく伝わらなくて困ってし

まったことが先生にはありま

す。皆さんはどうですか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

相手への過剰な意識から，自分の意見の提案をおさえすぎることなく，表現できるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 特になし（必要に応じて「話題カード」） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ①説明を聞く。 

 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

３
分 

３ 活動する。 

  ①二人組で行う。一人 1 分半 

 

③活動の時間を伝え，活動に集中できるよう合図を

しっかりと出す 

 

 

 

 

④かかわりをもった活動ができるよう，介入が必要

な生徒には、積極的に声をかけ援助を行う。 

 

 

気
付
き 

終
末 

４
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤ペアでの振り返りを行った後，4 人組での振り返

りも行えるよう，時間を知らせる。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次の活動を伝え

る。 

 

ねらい 

自分の気持ち、願い、考えを言語化する

ことを通して，改めてそれらに気付かせ

たりはっきりさせたりする。 

第一段階 （１８／２３） 主張性スキル １０月

１８ 私のしたいこと 

自分の気持ち、願い、考えを言語化す

ることを通して，自分のしたいことを

確認する。 
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②今日のねらいは、自分が今

したと思っていることを口に

出して表現することで，自分

がやりたいことを確認したい

と思います。 

①毎日の生活で「あれもしよう 

「これもしたい」と思いながら

過ごしてしまうことがありませ

んか？分かっているつもりで

も，声に出して表現すると，そ

うなんだ！と思うこともありま

す。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？このカ

ードを参考に，したいこと

を伝えましょう。 

⑤言葉にしてみると，自分

のしたことがはっきりし

たり，「そうそうこれだ」

と気付いたりするから不

思議出るよね。自分を表現

することで自分でも自分

のことが分かっていくん

だね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 

⑥次回は，〇〇〇をします。

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

◇留意点 

「私のしたいこと」の話題が出にく

い時には，話す内容をアレンジす

る。 

例）機関や時期の設定 

  場面の設定 

  立場の設定 

  その他 

私のしたいこと 

私のしたいことは？

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

②話を聴くときのルール

を掲示する。 

⑤今日の活動で，やりたいこと

を友達にポンポン伝えること

で，自分がやりたいことに気付

く姿ありました，先生はうれし

かったです。 

②分からないことはありませ

んか？参加できますか？

③隣の人と二人組でやりま

す。一人一分半の間繰り返し

ます。 

③始まりの合図 

③交代の合図 

③終わりの合図 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？先生と

一緒にやってみましょう 

⑤振り返りの時間はペアで 2

分です。終わったところは，

前後のペアと振り返ってみま

しょう。 



 

私のしたいこと  
 
 

 

・「今したいこと」 

 

 

・「次の土日にしたいこと」 

 

 

・「夏休みにしたいこと」 

 

 

・「10 年後にしたいこと」 

 

活動案１８ ワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

自己の価値観にとらわれず，多角的な視点を示唆し，様々な考え方や見方があることが伝わるよう考慮する。 

■活動グループ 全体（ペア・ランダム） 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲） 

■進め方 

  

 
活動内容 教師の留意点 

 

活
動
の
雰
囲
気
づ
く

導
入 

１ ねらいを知る。 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話し方に心が

ける。 

 

②「ほどよい友達関係とは」のワークシートをもとに話し合い

をすることを伝え，活動が行えるように不明な点がないか聞

く。 

 

か
か
わ
り
の
あ
る
活
動
の
援
助 

展
開 

２ 話し合う。（4 人グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③活動時間を伝え、他者の意見に対して，否定や批判しないで

最後まで友達の話を聴きし，自分も意見を発表できるように

活動の流れを掲示物で確認する。 

 

 

④グループで活発に話し合い，建設的な意見が出るように，場

合によっては介入する。 

 

多
様
な
意
見
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ 

終
末 

３ 振り返る。（全体） 

 

 

 

 

４ 次回の活動を知る。 

⑤お互いの意見を共有するために，数名の生徒に「ほどよい友

達関係」と「今後の友達関係で心がけたいこと」を理由とと

もに発表させる。 

 

 

 

 

⑥ほどよい友達関係づくりを心がけるように呼びかけ，次回の

活動を伝える。 

 

ねらい 

友達と関わることの大切さを認識し，友達関

係における自分を見つめ，今後のほどよい友

達関係の在り方について考える。 

第一段階 （１９／２４） 主張性スキル １１月

１９ 友だちについて考える 

友達と関わることの大切さを認識

し，友達関係における自分を見つめ，

今後のほどよい友達関係の在り方に

ついて考える。 
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②今日のねらいは、達と関わ

ることの大切さを認識し，友

達関係における自分を見つ

め，今後のほどよい友達関係

の在り方についてです。 

①毎日の学校生活では，友だち

に助けられた、と思うことがあ

るのではありませんか？いつも

そばにいてくれる友だち、いつ

もは一緒ではないけれど、何か

をするときには一緒になれる友

だち。いろいろなかかわりをも

って学校生活を送っています。

今日は皆さんが考える友達関係

について，いろいろな意見を出

し合ってみましょう。 
④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？先生も

一緒に考えます。 

②今日は，このワークシート

を使って4人組で話し合って

ください。時間は、4 分です。

分からないことはあります

か？ 

⑤考えた会話を発表しま

す。話すときには，みんな

の方に視線を向けて最後

まで話す事と、聴く側は話

す人に視線を向け、うなず

いたりあいづちをうちな

がら、最後まで話を聴きま

しょう。 

①BGM を流す。 

⑥次回は，適切な自己主張を

します。 

⑤ほどよい友達関係につ

いて，～と言う意見が出ま

した。いつもは、何気なく

そばにいる友達について

その関係を考えてみると

これからも気持ちよく付

き合うことができますね。 

⑤〇〇さんの，～という感想

は、つまり、～ということか

な？ 

◇留意点 

一人一人が考える友達関係につい

て，話し合う活動のため，ダメージ

を受ける生徒についての配慮を行

うようにする。 

 
友だちについて考える 

ほどよい友達関係とは？ 

板書計画 

③始めの合図。 

③授業の進め方の掲示。

③終わりの合図。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？このカ

ードを使って意見を考えま

しょう。 

⑤先生も皆さんの意見になる

ほどな、と思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

相手への過剰な意識から，自分の意見の提案をおさえすぎることなく，表現できるよう配慮する。 

■活動グループ 全体（ペア・ランダム） 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲） 

■進め方 

  

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

１ ねらいを知る。 

 

 

①リレーションが深まるよう明るい話し方に心がけ，リラック

スした雰囲気をつくる。 

②これまでの取組について振り返り，活動の意欲付けをする。

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

２ レッスンをする。（ペア） 

 ・ ３つの話し方について知る。

・ 思い伝わり測定のやり方を

知る。 

 ・ 活動する。 

 ・ 測定計を確認する。 

 

３ ３つの話し方の伝わり方をワ

ークシートに書く。（個人） 

 

③ワークシートの思い伝わり測定計を使い３つの話し方を教

師がモデリングする。 

④同じ言葉でも，方法，声のトーンや大きさ，表情によって，

相手への伝わり方が変化することに，気付かせるようモデリ

ングする。 

⑤他者の主張に対して否定や批判しないで傾聴し，理解に努め

るよう約束し，自己の表現を客観的に知ることができるよう

に，思い伝わり測定計は，相手に見えないように測定するよ

う伝える。 

 

 

⑥ワークシートの下半分を３つの話し方の違いを気付かせる

よう記入させる。 

 ・いばりやさんの話し方 

 ・おどおどさんの話し方 

 ・さわやかさんの話し方 

 ・適切な自己主張をするためには 

◎⑦相手の思いに立った感想を，素直に書けるよう，おだやか

な音楽を流す。 

気
付
き 

終
末 

４ シェアリングをする。（全体）

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑧「なぜ，適切な自己主張をすることが重要なのか」に気づけ

るよう３つの話し方の違いを発表し合う。友達の発表に対し

ては肯定的に捉えるように伝える。 

 

 

⑨次回の活動の意欲を高めるために，適切な自己主張を場面を

設定して考えることを伝える。 

 

ねらい 

適切な自己主張を行うために，同じ言葉で

も，声のトーンや大きさ，表情によって，相

手への伝わり方が違うことを理解する。 

第一段階 （2０／２４） 主張性スキル 11 月

1 適切な自己主張① 

同じ言葉でも，声のトーンや大きさ，

表情によって，相手への伝わり方がど

のように変わるだろうか。違いに気づ

き発表しよう。 
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板書計画 

①先生の声は聞こえます

か？黒板は見えますか？

②今日のねらいは，同じ言葉

でも，声のトーンや大きさ，

表情によって，相手への伝わ

り方がどう違うか感じてみよ

う。 

①先生も伝えたいことが，相手

に伝えられず困ったことがあ

りました。 

②今までの活動では，うなずく

など，相手を意識して話を聴く

ことで，話しやすい雰囲気をつ

くることを心がけてきました。 

③④⑤例えば，いばりやさん

の話し方で「桜中学校は，い

い学校だ」。先生の思い伝わり

度はどのくらいでしたか？こ

れは，一度しか言いません。

測定は相手に見せないで確実

に行いましょう。 

⑥〇〇さん，困っていること

はありませんか？ 

⑥三つの話し方が，できて

いるところがありますね。

測定計はどうですか？ 

○○さんと○○さん，相手

の受け止め方と自分が狙

った言い方が一致してい

ますか。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 ⑦いばりや，おどおど，さ

わやかな話し方での相手の

感じ方や適切な自己主張を

するためのコツを友達と話

さないで，自分の考えで書

いてみよう。 

⑧考えを発表するときに

は，みんなの方に視線を

向けて最後まで話す事

と，聴く側は話す人に視

線を向け，うなずいたり

あいづちをうったりしな

がら，最後まで話を聴き

ましょう。 

⑥〇〇さんの，～という感想

は，つまり，～ということか

な？ 

⑧うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑦音楽を流す 

⑤否定したり批判したり

することは，相手も自分

も十分な活動ができなく

なります。話をよく聴い

て理解に努めていきまし

う

⑧相手から主張があったと

き，例えば，依頼や断りだっ

たときには，どの話し方が，

進んで，引き受けることがで

きますか？ 

⑨明日，もっと具体的な場面

を設定して会話の練習をしま

す。 

⑧〇〇さんの発言は，声の

調子や表情の違いがある

ということを具体的に示

しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

相手への過剰な意識から，自分の意見の提案をおさえすぎることなく，表現できるよう配慮する。 

■活動グループ 全体（ペア・ランダム） 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲） 

■進め方 

  

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

１ ねらいを知る。 

 

①活動の意欲を高めるために，今までの経験から，友だちを納

得できずに自分の思いが伝わらず，困惑した場面を想起さ

せ，ねらいを伝える。 

②ルールのもと意見が自由に出るように，明るい話し方に心が

け，リラックスした雰囲気をつくる。 

 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

２ トレーニングする。 

（ペア） 

 ア 場面を知る。 

 

 

 

  

 

イ 会話を考える。 

③相手を納得させる話し方を考えるために，怒らないで適切に

自己主張する重要性と相手を納得させるための対処・解決の

重要なワザの資料を掲示する。 

 

 

④場面設定がわかるよう，具体物で板書する。 

◎⑤解決に向けた会話がペアで提案されやすくなるように，お

互いの意見を理解し合う姿勢の約束をし，落ち着く音楽を流

す。 

⑥机間指導を行い，考えがまとまらないペアには，相手との関

係性などを示唆することで，会話文を考えやすくする声かけ

をする。 

⑦声の大きさやトーン，表情を意識できるよう，会話が完成し

たペアはロールプレイを行うよう声をかける。 

気
付
き 

終
末 

３ まとめをする。（全体） 

 

４ 次回の活動を知る。 

⑧次回の活動の意欲を高めるために，相手を納得させる適切な

自己主張する会話を考えるにあたって，生徒が工夫して考え

たことについて賞賛する。 

 

⑨次回の活動の意欲を高めるため，ロールプレイをすることを

伝える。 

 

ねらい 

自分の意見が伝わり，自分の気持ちが相手に

適切に伝わる話し方を考える。 

第一段階 （2０／２４） 主張性スキル 11 月

2  

自分の意見が伝わり，自分の気持ち

が相手に適切に伝わる話し方を考え

よう。 

Ａさん，Ｂさん，Ｃさんは仲の良い

友達です。ある日，あることをきっ

かけに，ＡさんとＢさんが言い争い

になりました。ムカついたＡさんは

Ｃさんに「Ｂさんを無視しよう」と

言いました。Ｃさんは，Ａさんとも

Ｂさんとも仲よくしたいと思って

います。 
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板書計画

②思ったことを素直に発

表することが大切です。そ

れが友達を傷つけるよう

な発言にならないように

しましょう。 

①今日のねらいは，設定された

場面で相手を納得させるよう

適切な自己主張する会話を考

えることです。 

①友達と気まずくなったとき，

なんて言ったらいいのか困った

経験はありませんか？先生も～

ということがありました。皆さ

んは，そういったことはありま

せんでしたか？ 

③相手を納得させるため

の対処・解決のワザを紹介

します。黒板を見て確認を

しよう。 

⑥〇〇さん，困っていること

はありませんか？ＡさんとＣ

さんはクラスの友達でしょう

か，それとも部活の先輩後輩

でしょうか？ 
⑥うんうん。○○さんは～と会

話を続けるのですね。なるほど

ね。このとき，Ａさん（Ｃさん）

はどんな気持ちだったのかな？ 

⑤その場にふさわしいと思う

やりとりをお互いの考えや思

いをもとに会話を書いてみよ

う。 

⑤話すときには，相手に

視線を向けて最後まで話

す事と，聴く側は話す人

に視線を向け，うなずい

たりあいづちをうちなが

ら，最後まで話を聴きま

しょう。 

⑧それぞれが考えた会話

を，お互いに，うなずいた

りしながらきちんと聴い

ている様子がありました。

その中で，Ａさんを納得さ

せるようなＣさんの言葉

を～なように考え，相手に

自分の意見を伝えること

ができる会話ができてい

ました。

⑥〇〇さんの，～という言葉は，

相手を納得させるのに大切です

ね。どのような声の調子で相手

に伝えるのですか？ 

③前回の活動で，適切な自

己主張で，相手に自分の気

持ちを伝えることができ

る，と気付くことができま

した。 

⑤音楽を流す

③資料を掲示する。 

⑦会話が完成したペアは声の

大きさなどを確認しながらロ

ールプレイをしましょう。 

④板書する。

⑨明日，考えた会話をペアで

再現します。声の大きさ・ト

ーン，表情を考えてやってみ

ましょう。

⑧ペアで一生懸命に取り組んで

いたので，先生はうれしかった

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

自己の価値観にとらわれず，多角的な視点を示唆し，話し方によって可能な自己表現に気付くことができるよう

に配慮する。 

■活動グループ 全体（ペア・ランダム） 

■準備物  

■進め方 

  

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

１ ねらいを知る。 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，リレーションが深ま

るような明るい話し方を心がける。 

②活動の見通しをもつため，本時のねらいを確認する。 

③ロールプレイをするにあたり，どの話し方がふさわしいのか

確認するために、３つの話し方の資料を掲示する。 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

２ トレーニングをする。 

（ペア） 

 ア 場面を振り返る。 

 

 

 

 

 

 イ ロールプレイする。 

 

 

④適切に自己主張する重要性を知らせるために，前回の生徒の

感想を紹介する。 

⑤場面を確認するために，さわやかなコミュニケーションで，

相手を納得させて，もめごとを解決する場面であることを振

り返る。 

 

 

⑥役になりきってロールプレイを行う事ができるよう，相手の

行動に否定や批判をしない約束をする。 

⑦全体の活動が円滑に進むよう，活動できない生徒にはペアの

中に入って助言する。 

 

 

気
付
き 

終
末 

３ シェアリングをする。 

（全体） 

 

４ 次回の活動を知る。 

◎⑧様々な話し方（自己表現の仕方）があることに気付かせる

ために，意図的な指名を行い，全体の場でロールプレイを代

表者にしてもらう。発表したグループに対して，肯定的なメ

ッセージを送る。 

⑨発達段階を考慮して，可能な自己表現に気付けるよう助言す

る。 

⑩次回の活動の意欲を高めるため，適切な自己主張を友達の誘

いを断る場面ですることを伝える。 

ねらい 

ロールプレイを通して，自分の気持ちを相手

に適切に伝える話し方を身に付ける。 

第一段階 （2０／２４） 主張性スキル 11 月

3  

ロールプレイを通して自分の気

持ちを相手に適切に伝える話し

方を身に付けよう。 

Ａさん，Ｂさん，Ｃさんは仲の良い友達で

す。ある日，あることをきっかけに，Ａさ

んとＢさんが言い争いになりました。ムカ

ついたＡさんはＣさんに「Ｂさんを無視し

よう」と言いました。Ｃさんは，Ａさんと

もＢさんとも仲よくしたいと思っていま

す。 



 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

   

 
 

   

 

板書計画 

②役割を交代しながら，Ａさ

んＣさんの役になりきってロ

ールプレイをやり，相手を納

得させる話し方を身に付けて

いきましょう。 

①前回の活動では，相手を納得

させる会話を何度も考えていた

ペアがありました。二人で頑張

っていましたね。今回の活動が

とても楽しみです。 

③ロールプレイをすると

きに，声の大きさや・トー

ン，表情が変わると相手へ

の伝わり方も変わります

ね。セリフとともに意識し

ましょう。 

⑤C さんは，けんかしているＡ

さんともＢさんとも仲良くし

ていきたいと思っています。A

さんを納得できるよう，Ｃさん

の立場に立ってさわやかなコ

ミュニケーションでロールプ

レイをやってみましょう。 

⑧適切な自己主張には，共感と

ゆずりあいも必要でした。 

⑥各グループのロールプレ

イは終わりましたか？もう

少し時間が必要ですか？ 

⑥お互いの立場を考えた自

己主張ですね。 

⑥場面を想像しながら，もしく

は経験してきた場面を思い出し

ながら演じてみてください。そ

の際，相手の演じ方を批判しな

いようにしましょう。 

⑧～班の皆さん，～なところが

あって，他の班の人も見てみる

といいと思います。発表をお願

いしたいのだけど，いいかな？

（終わったら）拍手 

④以前の活動で○○さん

は，適切に自己主張するこ

とで～になるから，大切な

んだと感想を書いていまし

た。いいところに気付いて

います。 

⑥始まりの合図 

⑥終わりの合図 
⑦○○さん。どうしましたか？

会話を読むだけやってみます

か。 

③資料の掲示 

⑨その場にふさわしい適切な自

己主張は，人それぞれです。相

手のことも考え，自分でも会話

を選び自己表現することが大切

ですね。 

⑧〇〇さんは，Ｃさんを演

じてみてどんな感想を持

ちましたか？うんうんな

るほど。～と思ったのです

ね。確かに，～ですね。 

⑨次回は，適切な自己主張を友

達の誘いを断る場面で行いま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ グループ 

■準備物 掲示物 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

  ・ワークシートを使い，「教えて」の

レベルに合わせた聴き方をペアで

ロールプレイする。 

   

 

③活動の始まりの合図の前には，三つの留意点を意

識できるよう声をかける。 

 

 

 

④表情をつけてロールプレイできるよう、声をかけ

る。 

 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤様々な見方で自分のよさに気付けるよう，感想を

聞く。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次回の活動のこ

とを伝える。 

 

ねらい 

拒否するトレーニングを通じて，必要な

らば拒否をしてもいいのだと気付くこ

とができる 

第一段階 （２１／２３） 主張性スキル １１月

２１ それはお断り 

拒否するトレーニングを通じて，必要

ならば拒否をしてもいいのだと気付

くことができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいは、拒否する

トレーニングを通じて，必要

ならば拒否をしてもいいのだ

と気付くことができるです。

④うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 
⑥次回は，トラブルの解決法

をします。 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

◇留意点 

ルールの説明を短くするため掲示

物を利用する。 

活動のポイントは，友だちとのかか

わりや先生とのかかわりを楽しん

で活動に参加しながら，３つの留意

点の大切さに気付き，実践すること

です。 

それはお断り 

断り方とは？ 

 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

①「断る」の一言は、なかなか

言えない言葉だったりもして、

後から「しまったな」といこと

はありませんか？ 

 

②場面を再現するようにロー

ルプレイをします。その際，

表情も大切になります。言葉

かけに合わせた表情をしてみ

ましょう。○○さん，ちょっ

と前にお願いします。先生と

やってみましょう。 

⑤「断り」の言葉にも，わ

からないことのレベルに

よって聴き方が違うこと

が分かりましたね。実際の

場面で使えるよう，職場体

験でも生かしていきまし

ょう。。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？表情カ

ードを使って表情を工夫し

ますか？ 

⑤今日の活動で，実際の場面を

想像しながら「教えて」とロー

ルプレイをしていたので，先生

はうれしかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ ペア 

■準備物 カード（場面や表情を示したもの） 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

４
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

 ・説明を聞く。 

 ・モデルを見ながらポイントを

確認する。 

①明るい話し方に心がけ，リラックスした雰囲気をつ

くる。 

 

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒の

モデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

 ・二人組で役割を交代して行

う。 

 

③活動時間を伝える。 

 

 

 

④活動の様子を観察する。 

・身体をむけているか 

・視線をむけているか 

・状況に応じて言葉かけをしているか など 

・活動ができない生徒には介入をする 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

◎⑤書いたことをもとにうなずきやあいづちをうちな

がら相手の話を聴くようにするため，振り返りシート

に感想を記入する。 

 

 

⑥次回の活動を伝える。 

 

ねらい 

トラブルがあったとき，我慢するより

も，お互いに話し合って解決する方がす

っきりすることを知る。 

第一段階 （２２／２４） 社会的問題解決スキル １２月

２２ トラブルの解決策を考える 

トラブルがあったとき，我慢する

よりも，お互いに話し合って解決

する方がすっきりすることを知

る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

 
  

   

 

 

◇留意点 

・リレーションが高まり，実践す

ると効果的である。 

・活動中のダメージがあった生徒

には，活動後に声をかける。 

トラブルの解決策を考える 

受け手：気持ちの表現をする 

話し手：表現にあった言葉をかける 

 

板書計画 

①今日のねらいは、トラブル

があったとき，我慢するより

も，お互いに話し合って解決

する方がすっきりすることを

知ることです。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？表情は

カードで示すのも良いです

よ。 

⑥うんうん。○○さんは～と感

じたんだね。なるほどね。 

⑤どんなことを感じたか，そ

れぞれの感想をカードの書い

てみよう。次に，ペアで一分

間話し合ってみよう。 

⑤話すときには，お互いの

発表をするときは聴くスキ

ルを使いましょう。 

⑤自分の思ったことと友

達からの言葉かけが同じ

だと，あたたかくホッと

した気持ちになります

ね。 ⑥次回は問題解決の場面を具

体的に設定してロールプレイ

をします。 

③活動時間は一人２分です。

合図があったら，ペアの相手

と役割を交代します。ジャン

ケンに勝った人はカードを引

いて，受け手になってくださ

い。 

③活動の初めの合図・終

わりの合図 

②場面を再現するようにロ

ールプレイをします。その

際，表情も大切になります。

言葉かけに合わせた表情を

してみましょう。○○さん，

ちょっと前にお願いします。

先生とやってみましょう。

①学校や家でトラブルにあった

時，どのように解決してきまし

たか？自分が思っていることを

伝えて，話し合って解決ができ

ている人はいますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

相手への過剰な意識から，個人の多様な意見の提案の可能性を無くすことなく，各自の意見を表現できるよう配

慮する。。 

■活動グループ 全体（ペア・ランダム） 

■準備物 BGM 

■進め方 

  

 
活動内容 教師の留意点 

 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

１ ねらいを知る。 

 

 

①意見を出しやすいように明るい話し方に心がけ，リラックス

した雰囲気にする。 

②これまでの活動を振り返り，今回の活動について自分のこと

として考え，実際の生活から考えることができるよう意欲づ

けをする。 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

２ レッスンする。（ペア） 

 ア 場面を知る。 

 

 

 

 

 

 イ 会話を考える。 

 

 

③全体で場面を共有できるように黒板に掲示して説明する。 

④会話が考えやすいよう、代表生徒とのロールプレイを行う。

Ａさん役（誘いをする友達）は、教師が行う。 

⑤会話を考えやすくするため，登場するＡさんとＢさんの適切

なコミュニケーションのワザ（適切な自己主張・共感・ゆず

りあい）を使った対策を考えるよう促す。 

 

◎⑥解決に向けた会話がペアで提案されやすくなるように，お

互いの意見を理解し合う姿勢の約束と落ち着く音楽を流す。

⑦机間指導を行い、考えがまとまらない生徒には，相手との関

係性などを自分に置き換えて考えるよう助言し，一緒に考え

る。 

気
付
き 

終
末 

３ 活動のまとめをする。（全体）

 

 

 

４ 次回の活動を知る。 

 

⑧問題への対処・解決に向けた会話を考え，様々な意見が出た

ことを賞賛し，次の活動への意欲を高める。 

 

⑨次回の活動の意欲を高めるため，提案された会話でロールプ

レイすることを伝える。 

ねらい 

自分や周囲の人の気持ちを考えた上で，友達

関係のもめごとに対処・解決する会話を考え

る。 

第一段階 （22／２４） スキル 1２月

1  

自分や周囲の人の気持ちを考え

た上で，友達関係のもめごとに対

処・解決する会話を考えよう。 

Ａから，あまり用もないのにしつこくメール

が来るようになり，返信しないと「どうして

返信してくれないの」と、Ｂはメールでのや

りとりを強要される。 



 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

   

 
 

   

板書計画 

①先生の声が聞こえます

か？黒板は見えますか？ 

②今日のねらいは、友達関係の

もめごとに対処・解決する会話

を考えることです。こういった

ことから 

同じ場面になったとき，お互い

に嫌な思いをしないで解決す

るヒントを探してみましょう。

①②先生も友達の誘いを断れ

ず、～ということがありました。 

②前回までの活動が今回

の活動で重要になります。

「私メッセージ」や「さわ

やかさん」の自己表現や問

題への対処・解決の「共

感・ゆずりあい」を体験し

ました。意見の中で～なこ

ともありましたね。

③資料を掲示する。 

⑦〇〇さん、困っていることは

ありませんか？ 

誘ってくれた相手はどんな人

にする？クラスの友だち、部活

の先輩、後輩、そのほかにも考

えられるよね。 

⑤場面に続くセリフを、考えま

す。問題の対処・解決の技を考

えながらやってみよう。 

④前に出て、演じてくれた二人

に拍手をしましょう。ありがと

うございました。 

⑥友達の誘いをうまく断るため

に，その場にふさわしいと思う

断り方を自分の考えや思いをも

とに書いてみよう。 

⑥お互いの意見を出すと

きには，みんなの方に視線

を向けて最後まで話す事

と、聴く側は話す人に視線

を向け、うなずいたりしな

がら、否定や批判をせずに

最後まで話を聴きましょ

う。 

⑥音楽を流す 

⑤資料を掲示する。 

⑦うんうん。○○さんは～と会

話を続けるのですね。なるほど

ね。このとき，Ａさん（Ｃさん）

はどんな気持ちだったのかな？ 

⑨明日，考えたシナリオをペア

でロールプレイして再現しま

す。 

⑧それぞれが考えた会話

を，ペアで、うなずいたり

しながらきちんと聴いて

いる様子がありました。そ

の中で，ＣさんがＡさんを

納得させるような会話を

考えたペアがありました。 

⑧ペアでよく取り組んでいまし

た。先生はうれしいです。次回

も楽しみです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，多様な視点に気付き，自らの課題に向き合えるよう配慮する。 

■活動グループ ペア 

 

■進め方 

 

 
活動内容 教師の留意点 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 ①リレーションが深まるよう明るい話し方に心がけ，リラッ

クスした雰囲気をつくる。 

②活動の意欲を高めるために，ねらいを確かめる。今回の活

動について自分のこととして考え，実際の生活から考える

ことができるようにする。 

 

 

 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

２ 活動をする。 （ペア） 

 ・場面を振り返る 

 

 

 

 

・ロールプレイをする。 

③声の大きさ・トーン，表情を意識できるように助言する。

④安心してロールプレイができるよう，友達の活動に対し

て、否定や批判をしないことや、笑ったりせず役になりき

ってロールプレイすることを伝える。 

⑤ロールプレイが円滑に進むよう始まりと終わりに合図を

出し，楽しく取り組めるよう励まし，時間いっぱい取り組

めるよう配慮する。 

⑥机間指導を行い，活動できない生徒にはペアのなかに入っ

て，無理にせず会話を読み上げるだけでいいことを伝え

る。 

 

気
付
き 

終
末 

１
分 

３ 振り返りをする。 

（全体）

 

 

 

４ 次回の活動を知る。 

⑦自主性を尊重するが、自主的に発表のグループがでない場

合指名する。 

⑧◎ロールプレイを演じた生徒に感想を発表させ，自分以外

の立場の人の考えを聞くことで，視野を広げさせる。肯定

的な評価を行う。 

⑨◎自分に合った方法を選ぶことができたことを賞賛する。

 

 

⑩次回の活動の意欲を高めるために，コミュニティ育成活動

を通して，班で問題への対処・解決活動をすることを伝え

る。 

ねらい 

友達関係のもめごとに対処し解決をはかる

ロールプレイを通して，実際に自分で使える

話し方を見付けることができるようにする。

第一段階 （2３／２４） スキル 1２月

2  

友達関係のもめごとに対処し解

決をはかるロールプレイを通し

て，実際に自分で使える話し方を

見付けることができるようにす

る。

Ａから，あまり用もないのにしつ

こくメールが来るようになり，返

信しないと「どうして返信してく

れないの」と、Ｂはメールでのや

りとりを強要される。 



 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

 
  

   

    

板書計画 

①前回の活動では，友達関係の

もめごとを解決する会話を繰

り返し考えていたペアがあり

ました。二人で頑張っていま

したね。 

④ロールプレイをするとき

には場面を想像しなが

ら，演じましょう。その

際，相手のことを否定や

批判したり，笑うことで

活動を台無しにしないよ

うにしましょう。 

②断りの場面ですが，皆さんも

経験したことがあるのでは

ないでしょうか。その時は，

どんな気持ちでしたか？ロ

ールプレイでそれぞれの立

場を演じてみる事で，同じ場

面になった時に，どうしたら

いいのかのヒントになるか

もしれません。 

⑤〇〇さんは，表情や声の

調子も変えて、ロールプ

レイができています。実

際に同じ場面に出くわ

しても乗りきることが

できそうですね。 

③今回のロールプレイでは，

誘ってくれたＡさんとの関

係を保っていきながら断る

ことのできるＢさんの適切

な自己主張を声の大きさ

や・トーン，表情も考えて

やっていきましょう。 

⑤各グループのロールプ

レイは終わりました

か？もう少し時間が必

要ですか？ 

・始まりの合図 

・終わりの合図 

⑤〇〇さん，Ｃさん役で，声の

大きさやトーン，表情を意識

してロールプレイしています

ね。Ａさん役をしている○○

さんどうですか？どんな気持

ちになりましたか？ 

⑥〇〇さん。どうしました

か？会話を読むだけやって

みますか？ 

⑦○○さんのペアは，～なとこ

ろがあって、他の人も見てみ

るといいと思います。発表を

お願いしたいのだけど、いい

かな？ 

⑨その場にふさわしい断り方

は、人それぞれです。相手の

ことも考え、自分で選ぶこと

ができましたね。 

⑧〇〇さんは，Ｂさんを

演じてみてどんな感想を

持ちましたか？うんうん

なるほど。～と思ったの

ですね。確かに，いろい

ろな断り方があります

ね。 
⑩次回から，グループで問題

解決提案活動をします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

他者とのかかわりを通して，自らの課題に向き合い，自己の在り方について思考することに配慮する。 

■活動グループ グループ（三人） 

■準備物 掲示物 ワークシート 

■進め方 

   

 
活動内容 教師の留意点 

  

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

３
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

 

 

２ 内容を確認する。 

  ①説明を聞く。 

 

 

①リラックスした雰囲気をつくるために，明るい話

し方に心がける。  

 

 

 

②活動の流れが伝わるよう，掲示物を使って説明し，

次の三点に留意して活動できるよう，教師と生徒

のモデルで内容を確認する。 

 ・話し手に身体を向ける，笑顔で，視線を向ける 

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

５
分 

３ 活動する。 

   ・ワークシートを使い，「問題解決

にむけて」のレベルに合わせた聴

き方を三人でロールプレイする。

   

 

③活動の始まりの合図の前には，三つの留意点を意

識できるよう声をかける。 

 

 

 

 

気
付
き 

終
末 

２
分 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

５ 次回の活動を知る。 

⑤様々な見方で自分のよさに気付けるよう，感想を

聞く。 

 

 

 

⑥次回の活動の意欲を高めるため，次に上手な話の

聴き方②をすることを伝える。 

 

ねらい 

事例をもとに，トラブル解決のための七

つのステップを使って，三人組でトラブ

ルを解決する。 

第一段階 （２４／２４） 社会的問題解決スキル 
１２月

２４ 解決策がいっぱい 

事例をもとに，トラブル解決のための

七つのステップを使って，三人組でト

ラブルを解決する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 

    

    

 

 

   

②今日のねらいはトラブル解

決のための七つのステップを

使って，三人組でトラブルを

解決することです。 

①トラブルに出会ったとき，解

決方法が分からなくて，困った

ことはありませんか？先生は～

なことがありました。 

④〇〇さん、困っているこ

とはありませんか？ 

カードを読んでみましょ

う。 

④本人では、気付けないか

もしれない，でも，君たち

だから気付けた友達のよ

いところを教えるために，

いろいろな見方で，発見メ

モを書きましょう。 

④相手のことを考えてや

ってくれていたことだっ

たのですね。○○さん，よ

く気が付きましたね。 

④うんうん。○○さんのことを考

えて～をしていたんだね。なるほ

どね。 

視線を向けて最後まで話

す 

聴く側は話す人に視線を

向け、うなずいたりあいづ

ちをうつ。 

最後まで話を聴く。 
⑥次回は，上手な話の聴き方

をします。 

⑤友達から発見メモをもら

い，どんなことを感じました

か？ 

⑤〇〇さんの，～という感想は、

つまり、～ということかな？う

んうん，そうなんだ。 

◇留意点 

ルールの説明を短くするため掲示

物を利用する。 

活動のポイントは，友だちとのかか

わりや先生とのかかわりを楽しん

で活動に参加しながら，３つの留意

点の大切さに気付き，実践すること

です。 

解決策がいっぱい 

どうしたらトラブルが解決できる

でしょうか？ 

板書計画 

⑤聴くスキルの確認。

⑤今日の活動で，それぞれが友

達のよいところを見付けて，伝

えることができたので，先生は

うれしかったです。 

②場面を再現するようにロー

ルプレイをします。その際，

表情も大切になります。言葉

かけに合わせた表情をしてみ

ましょう。○○さん，ちょっ

と前にお願いします。先生と

やってみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達課題への配慮 

自分の感情を表現し相手に伝えることで自己理解を深め，多様な視点で自己決定ができるよう配慮する。 

■活動グループ グループ（ペア・全体） 

■準備物 BGM（オルゴール曲等：落ち着いた曲）掲示物（ルール、活動の流れ） 

■進め方 

 

 
活動内容 教師の留意点 

雰
囲
気
づ
く
り 

導
入 

２
分 

１ ねらいを知る。 

 

 

・発表者が自信を持って発表できるよう，事前に発表原稿

を確認する。 

 

①活動をのびのびと行えるように，明るい話し方を心が

け，リラックスした雰囲気をつくる。授業の初めから

BGM を流す。 

②発表者の話を相手に身になって聴くよう，掲示物で確

認・約束する。 

③活動に取り組めるよう，不明なところを聞いたり，活動

時間を知らせたりする。  

ね
ら
い
に
迫
る
活
動 

展
開 

６
分 

２ 活動する。（４人グループ） 

 ア 発表を聴く。 

 イ 質疑応答。 

 ウ コメントカードに解決策

または感想を記入する。 

 エ カードを回収する。 

④安心した雰囲気を保ち，生徒の主体的な活動ができるよ

う，見守りの姿勢を基本とする。 

 

⑤参加できない生徒がいる班には，教師も活動に参加す

る。 

◎⑥実行が可能であり，相手の身になった解決策をコメン

トカードに記入する時間がとれるよう，時間を意識させ

て活動させる。解決策が記入できない生徒には，感想を

記入するよう伝える。 

気
付
き 

終
末 

２
分 

３ まとめをする。 

 

⑦次回の活動の意欲を高めるために，活動の様子を肯定的

に評価し，次回の発表者の確認をする。 

 

     

 事
後 

 ４ 帰りの会で発表する。（全体） ⑧解決策に取り組めるよう呼びかける。 

ねらい 

身近な問題について，困っていることを

相手に伝え，問題を解決しようとする。 

第二段階 （１／１） 聴きあい活動 １～３月

2５ つなげよう，桜樹の輪 

身近な問題から，困っているこ

と，困っている内容，どう解決

したいのかを相手に伝え，問題

を解決してみよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の生徒へのサポート 

情緒 情報 評価 道具 
    

   

    

    

    

 

板書計画 

・〇〇さん，発表で心配なこと

はありませんか？ 

③本日の発表者は，○○さんと

○○さんと○○さんです。各

班とも準備はできましたか。

活動時間は 6 分です。それ

では始めてください。 

①本日の活動のねらいは，発表

者の困っていることを聴い

て，問題を解決できるように

することです。 

①今日の発表は，友達のため

にもなる発表です。ゆっく

りと発表してください。友

達に伝え，聴きあうことで

たくさんの考え方に触れる

ことが大切です。 

②活動のルールと活動の流

れの資料を掲示する。 

②音楽を流す。 

⑤〇〇さん，困っていることは

ありませんか？ 

③分からないことはありません

か。参加できますか？ 

⑥友達の問題の対処・解決策

にふさわしいと思う案を

相手の身になって考え，コ

メントカードに書きまし

ょう。様々な考え方あるの

で，一人一人が考えて書い

てください。 

⑥ワークシート記入を合

図する。 

⑥音楽を止めて，ワークシ

ートを回収する。 

⑦友達から提案された解決策

の中から，実現可能で，解

決するのにふさわしいと思

うものを選び，自分の考え

を付け加えたりしながら，

帰りの会で発表しましょ

う。 

⑧次回は，〇〇さんと〇〇さ

んと○○さんの発表です。

⑦友達のために，解決策を一生

懸命考えてくれて，先生はう

れしかったです。 

⑦相手の身になって，それ

ぞれの視点で考えた解

決策を提案できました。 

⑧○○さんは，解決策を○○と

選びました。解決に向けてチ

ャレンジしていけるといいで

すね。 

⑤問題解決に向けてのヒ

ントカードを渡す。 

⑦発表者は自分の考えを

しっかりと述べること

ができました。。 



22-1 

やってみよう！適切な自己主張！ 

   年    組   番 氏名                

 

○ あなたはどの程度，言いたいことを相手に主張することができるでしょうか。 

「桜中学校は、とてもいい学校だ」を３つの話し方で言ってみよう。 

【思い伝わり測定計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 考えてみよう。 

・あなたが，いばりや（怒って）で話をしたら，相手はどう感じるでしょうか？ 

 

 

 

・あなたが，おどおど（元気なく，弱々しく）話をしたら，相手はどう感じるでしょうか？ 

 

 

 

・さわやかに（適切な自己主張）話をするには、どのようにすると（態度・表情・表現など）よいと思いますか？ 

 

 

 

― 100 

 

― 90 

 

― 80 

 

― 70 

 

― 60  

 

― 50 

 

― 40 

 

― 30  

 

― 20 

 

― 10 

 

― 0 

〇 左の思い伝わり測定計で友達の３つの話し方を測定し

よう。 

さん

・測定した線を測定計に書き込もう。 

いばりやさん・・・赤 

さわやかさん・・・青 

おどおどさん・・・黒 



22-2 

身に付けよう！ 

適切な自己表現 

   年    組   番 氏名                

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「適切な自己主張」とは，キレないで落ち着いて，自分の意見を言ったり，相手を納得させること。

「共感」とは，相手の気持ちを理解し，それを大切にすること。 

「折り合い」とは，意見の違う両者が，少しずつお互いの意見を受け入れること。 

Ａさん，Ｂさん，Ｃさんは仲の良い友達です。ある日，あることをきっかけに，ＡさんとＢさんが言い争いに

なりました。ムカついたＡさんはＣさんに「Ｂさんを無視しよう」と言いました。Ｃさんは，ＡさんともＢさ

んとも仲よくしたいと思っています。 

 

キレないコミュニケーションで，もめごとを解決してみよう。 

 

１  Ａ  さん： 「 Ｂさんを，無視しよう 」                          

 

２  Ｃ  さん： 「                                      

 

３     さん：                                       

 

４     さん：                                        

 

５     さん：                                       

 

６     さん：                                       

 

７     さん：                                       

 

８     さん：                                        

ポイント 



身につけよう 

適切なコミュニケーション 

   年    組   番 氏名                

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「適切な自己主張」とは，キレないで落ち着いて，自分の意見を言ったり，相手を納得させること。

「共感」とは，相手の気持ちを理解し，それを大切にすること。 

「ゆずりあい」とは，意見の違う両者が，少しずつお互いの意見を受け入れること。 

Ａさん，Ｂさん，Ｃさんは仲の良い友達です。ある日，あることをきっかけに，ＡさんとＢさんが言い争いに

なりました。ムカついたＡさんはＣさんに「Ｂさんを無視しよう」と言いました。Ｃさんは，ＡさんともＢさ

んとも仲よくしたいと思っています。 

 

キレないコミュニケーションで，もめごとを解決してみよう。 

もめごとを解決するコツは？ 



22-3 

身につけよう！ 適切な自己表現 

   年    組   番 氏名                

 

〇活動を振り返りましょう。 

１ 同じ言葉でも，声のトーンや大きさ，表情によって相手への伝わり方

が変化することを理解できましたか。 

 

できた     まあまあできた      少しできた      できなかった 

 

 

２ 適切な自己主張の程度を見つけましたか。 

 

できた     まあまあできた      少しできた      できなかった 

 

 

３ 適切な自己主張をしないで怒ったとき，相手や自分はどのように感じ

るのか，考えることができましたか。 

 

できた     まあまあできた      少しできた      できなかった 

 

 

４ シナリオのやっかりな友人関係を対処解決することができましたか？ 

 

できた     まあまあできた      少しできた      できなかった 

 

 

 

５ やっかい友達関係に出会ったとき，心がけてみようと思うこと，やっ

てみようと思うことを書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

25 聴きあい活動 

「今，そこにある話題の種。つなげよう，桜樹の輪」 ～ コメントカード ～ 

 

   年    組   番 氏名                 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 さんの 

 

 

 

                                           という 

問題対処・解決策には・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

           （    月    日）

より 

〇 発表者へのメッセージや活動の感想を書きましょう。【発表者は、発表の感想を記入する】 

（発表者又は提案者の名前） 

（発表の内容） 

（自分の名前） 



「今，そこにある話題の種。つなげよう，桜樹の輪」 ～「話題の種」準備カード ～ 

 

   年    組   番 氏名                 

 

次回の朝の会の活動（heart to heart）では，困ったことを解決するための話し合いをグループ

で行います。よりよい対処・解決策が提案されるよう，皆さんの協力が必要です。 

【活動の流れ】 

 ・話題の種の発表 困っていること。 

          困っている内容。 

          どうしたいのか。 

 ・質問      なぜ，困っているのか？ 

          どうして困ったことになったのか？  など，いろいろ聴いてみよう！ 

 ・解決策の提案  コメントカードに解決策を記入する：思いを込めて友達のために・・・ 

          （発表者は発表の感想を記入する） 

 

 ・解決策の発表  帰りの会で発表者がする。 

 

〇 「話題の種」を探そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「勉強（自主学習・テストなど）」「部活動（毎日の練習・試合など）」「自分のこと」「友達のこ

と」「先輩・後輩のこと」「もうすぐ８年生が終わってしまう事」「もうすぐ９年生になること」・・・

様々な「話題の種」がありますよ。 

学校生活で今困っていること，これまで困ったことを書いてみよう。 

・困っていることは？ 

８年２組について 

・その内容は？ 

 あと４０日で，８年２組が終わってしまう・・・・ 

・どうしたいのか，自分の考え 

（例） ・残りの日々を，８年２組の仲間と一緒に思い出に残るようにしたい 

    ・クラスで気になること（授業中・給食・清掃）があるから，解決したい 

    ・教室の～のスペースを，皆が楽しめる場所にするには？ 

               などなど、クラスの事を話題の種にしてみては！？ 
※ 「誰かが，困ってしまう」ことではなく、「誰もが，よかったな～」と思える解決策が出る

ような話の種を提案しましょう。 



「heart to heart」 人間関係能力を育てるための振り返りシート 

 

◇ 活動を振り返り，各項目について「よくできた」は A，「できた」は B，「努力を要する」は C をつけてく

ださい。C をつけた項目は，次回，意識して取り組みましょう。 

◇ ▼△には生徒の氏名を記入し，次の活動で必要な援助ができるようにしましょう。 

 項    目 ／ ／ ／ ／ 

導

入 

 

問

１ 

明るくにこやかに，活動の雰囲気づくり

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼表情が気になった生徒は？     

展

開 

問

２ 

生徒がお互いにかかわりを持てるよう，

活動内容を分かりやすく示し，ペアやグ

ループ作りに配慮した。 

    

△積極的にかかわりを持って活動してい

生徒は？ 

    

問

３ 

困っている生徒や活動に参加できない生

徒に「大丈夫？」「どうしたの？」など，

心配する声をかけた。 

    

▼困っていた生徒は？     

問

４ 

介入で示した援助は，他者とのかかわり

を持てる活動につながった。 

    

終

末 

問

５ 

生徒の良いところを認めた。 

 

    

△感想を発表・紹介した生徒は？     

事

後 

問

６ 

△▼ワークシート等の気付きから，変化

の見られた生徒は？ 

    

全

体 

問

７ 

生徒の目をみて，うなずきながら話を聴

いた。 

    

問

８ 

◆次回の活動で，援助が必要な生徒とそ

の手立ては？ 

    

◆メモ欄 

【教師用】 



板書計画



22‐1 やってみよう！適切な自己主張①

「桜中は，とてもいい学校だ」

― 100

― 90

― 80

― 70

― 60

― 50

― 40

― 30

― 20

― 10

― 0

考えてみよう

・３つの話し方の変化で，話の
受け止められかたの違いは？

・適切な自己主張の方法は？

３つの話し方

友達の話し方を思い伝わり
測定計で図ってみよう。

声のトーン・大きさ・表情



22‐2 身に付けよう！適切な自己主張

次の場面の会話を考えよう

Ｃさんは、けんかをしているＡさんともＢさんとも仲よくしたい

ポイント！

Ｂさんを無視
しよう！！

Aさん
Aさん

Bさん

Bさん

Cさん

Cさん



23‐1 どうする！友達に誘われたら①

断りの三つのスキルとは？
・適切な自己主張 ・共感 ・ゆずりあい

ロールプレイのシナリオ
【友達からの誘いをうまく断る】を考える。

場面： 携帯電話でのメール
（ＡさんとＢさんのやりとり）

声の大きさ・トーン，表情

Ａさんから，あまり用もな
いのにしつこくメールが来る
ようになり，返信しないと
「どうして返信してくれない
の」と、Ｂさんはメールでの
やりとりを強要される。



声のトーン・大きさ・表情

22‐3 身に付けよう！適切な自己主張②

活動の
ポイント！

ロールプレイを通して，自分の気
持ちを相手に適切に伝える話し方
を身に付けよう。



25「今，そこにある話題の種。つなげよう，桜樹の輪」

【活動の流れ】 司会：発表者

話題の種の発表 困っていること

困っている内容

どうしたいのか

質問 なぜ，困っているの？

どうして困ったことになったの？

など，いろいろ聴いてみよう！

解決策の提案 コメントカードに解決策を記入する

：思いを込めて友達のために・・・

（発表者は発表の感想を記入する）

解決策の発表 帰りの会で発表者がする



25 「今，そこにある話題の種。つなげよう，桜樹の輪」

発表者の名前
を記入します。

問題の解決策
を記入します。

困っていることを
記入します。

発表者へのメッ
セージ，発表の感
想を記入します。




